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全
国
で
８
か
所
目
の
５
者
連
携
協
定

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
日
本
。
２
０
１
２
年
の
認
知
症
の
患
者
数
は
、
約
４
６
２
万
人（
高

齢
者
の
約
７
人
に
１
人
）、
団
塊
世
代
が
75
歳
に
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
約
７
０
０
万
人（
同
４
人
に
１
人
）

を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

45
％
を
超
え
る
高
齢
化
率
の
竹
田
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
や
認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
は
、
と
て
も
大
切
な
問
題
で
す
。

今
回
、
竹
田
市
と
市
医
師
会
、
市
歯
科
医
師
会
、
市
薬
剤
師
会
、
そ
し
て
製
薬
会
社
の
エ
ー
ザ
イ
株
式
会

社（
東
京
都
）の
５
者
が
連
携
協
定
を
結
び
、
協
力
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

←認知症の方が安心して
暮らせるまちづくりに
向け、連携協定を結んだ

（左から）加藤一郎・市医
師会長、林秀樹・エーザ
イ株式会社代表執行役、
首藤市長、後藤博文・市
歯科医師会長、伊藤寿和
子・市薬剤師会副会長

よ
り
そ
い
カ
フ
ェ
で

笑
顔
だ
ん
ら
ん

本
市
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
、
地
域
の
人
な
ど
が
参
加
す
る

竹
田
市
認
知
症
家
族
の
会
「
笑
顔
の

会
」
や
、
よ
り
そ
い
カ
フ
ェ（
認
知
症

予
防
カ
フ
ェ
）を
定
期
的
に
開
催
。
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
参
加

者
同
士
が
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

交
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
の
認
知

症
予
防
講
座
や
い
き
い
き
脳
活
教
室

を
開
催
。
併
せ
て
温
泉
を
活
用
し
た

健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
「
よ
り
そ
い
隊
」
に
よ
る
早

期
受
診
や
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
、
地
域

や
事
業
所
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
す
る
な
ど
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
り
支
援
す

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す

７
月
17
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た

連
携
協
定
締
結
式
で
は
、
首
藤
市
長
、

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
の
林は
や
し
ひ
で
き

秀
樹
代
表

執
行
役
ら
５
団
体
の
代
表
者
が
協
定

書
に
署
名
。
県
内
で
は
７
自
治
体
目

と
な
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

首
藤
市
長
は
「
本
市
の
認
知
症
高

↑会話を楽しみながら、認知症についての理解を深める「よりそいカ
フェ」

↑高齢化率の上昇とともに、認知症高齢者数も増加傾向。要介護認定者に占める割合も
7割を超え、認知症対策は喫緊の課題となっている

竹田市要介護認定情報に基づく要介護者の状態像

※主治医意見書より

認知症高齢者数（人）

（認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱa以上）

要介護認定者に占める割合

1,270 1,270 1,328 1,328 1,291 1,291 1,369 1,369 
1,490 1,490 1,543 1,543 

57.5%57.5% 60.1%60.1%
61.0%61.0%

65.4%65.4%
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広報

8月号

■今月の表紙

「涼で、遊ぶ」

■撮影場所　中島公園・名水河川プール（竹田市河宇田）

■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

日本名水百選に選ばれた竹

田湧水群の１つ「河宇田湧

水」と、緒方川の流れを利用

した天然のプール「中島公

園・名水河川プール」

水温は16℃ほどととても冷た

く、毎年多くの観光客が涼を

求めて訪れています。

同施設は８月いっぱいまで

無料開放。

猛暑の今年、天然のプール

で涼んでみませんか？

認知症とともに生きる

まちづくりの可能性を探る

“みち”が未来を創る！

スガダイロー ピアノソロコンサート『季節は

ただ流れていく』  ほか

竹田サイズ、竹田方式のマルシェ ほか

職場研修で竹田を学ぶ ほか

たけたんトピックス

夢に向かって、輝け！竹田の星 ほか

竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの

子育て小児科

竹田市職員採用試験募集職種の概要／求人情報

岡の里ふるさとUターン情報

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

人権シリーズぬくもり／誕生おめでとう／た

けたん新電力

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！100歳

2
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16

21

22

23

24

25

26

27

28

人　口　22,111　 人

男　性　10,330　 人

女　性　11,781　 人

世帯数　10,353 世帯

  ※平成30年７月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 31 人 ）

（ － ５ 人 ）

（ － 26 人 ）

（－６世帯）

人口のうごき

竹田市の追悼者一覧 別冊  

齢
者
は
１
５
０
０
人
を
超
え
増
加

傾
向
。
認
知
症
対
策
は
喫
緊
の
課
題

だ
っ
た
が
、
今
回
の
協
定
締
結
を
契

機
に
、
関
係
機
関
が
連
携
・
協
力
し
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
の
林
代
表
執

行
役
は
「
認
知
症
連
携
協
定
は
全
国

で
１
３
６
か
所
目
、
５
者
協
定
は
８

か
所
目
。
竹
田
市
が
進
め
る
認
知
症

予
防
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
対
し
、

発
症
予
防
や
早
期
発
見
な
ど
環
境
整

備
の
実
現
化
に
協
力
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
述
べ

ま
し
た
。

今
後
は
、
認
知
症
治
療
薬
の
開
発

や
販
売
を
手
掛
け
る
エ
ー
ザ
イ
株
式

会
社
と
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有

す
る
市
内
医
療
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
、
▽
認
知
症
を
早
期
発
見
し
、
治

療
へ
と
つ
な
げ
る
社
会
環
境
の
構
築

▽
若
年
者
へ
の
認
知
症
の
正
し
い
理

解
と
啓
発
の
推
進
▽
見
守
り
支
援
の

強
化
と
、
安
心
し
て
出
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
▽
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
へ
の
服
薬
支
援
と

見
守
り
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

「
同
じ
こ
と
を
何
回
も
繰
り
返
し

話
す
」「
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
や
す

く
な
っ
た
」「
以
前
と
料
理
の
味
付
け

が
変
わ
っ
た
」
な
ど
の
サ
イ
ン
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
は
軽
度
の
う
ち
に
発
見
し

て
、
生
活
習
慣
の
予
防
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
も
し
か
し
て
…
」
と
思
っ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
か
か
り
つ
け
医
や

相
談
窓
口
に
相
談
し
、
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課　

☎
63-

４
８
０
９
／
竹
田
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
「
つ
る
か
め
」　

☎
64-

０
３
１
０

※
竹
田
市
で
は
、
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
詳
し
い
情
報
を
掲
載
し
た
「
竹

田
市
認
知
症
予
防
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

↑福祉関係者を対象にした研修会で、認知症予防の
運動に取り組む参加者

自
分
の
健
康
を
知
り
、
自
分
に
あ
っ

た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、「
元
気
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
体
験
し
よ
う
！

楽
し
く
健
康
づ
く
り
」。
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　

９
月
２
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
容　

看
護
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧

測
定
、
頸
部
血
管
エ
コ
ー
検
査
、
イ

ン
ボ
デ
ィ
検
査
、
足
裏
チ
ェ
ッ
ク
）
／

歯
の
健
康
応
援
コ
ー
ナ
ー
／
温
泉
利

用
指
導
者
に
よ
る
温
泉
ミ
ニ
講
座
／

食
育
コ
ー
ナ
ー
／
健
康
応
援
企
業
紹

介
／
竹
田
ほ
ほ
え
み
の
会
に
よ
る
バ

ザ
ー
な
ど

※
今
回
の「
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
認

知
症
予
防
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
に
よ
る
臭
覚
検

査（
に
お
い
の
識
別
テ
ス
ト
で
、
認
知
症

の
兆
候
を
調
べ
る
）
や
認
知
症
相
談
、

脳
い
き
い
き
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
認
知
機

能
の
測
定
が
で
き
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63-

４
８
１
０

↑昨年の元気フェスタの様子

「
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
で
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
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︱
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
が
立

ち
上
が
っ
て
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。ま

ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
は
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
と
連
携
し
な

が
ら
、
空
き
店
舗
調
査
や
創
業
支

援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
き
た
。
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出

す
に
は
空
き
店
舗
の
解
消
が
重
要

な
課
題
。
大
家
さ
ん
と
出
店
希
望

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
期
間
限
定
の
起
業

支
援
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事

業
」、
創
業
・
起
業
者
支
援
と
し
て
、

経
営
塾
や
事
業
者
交
流
イ
ベ
ン
ト

等
を
開
催
す
る
な
ど
、「
ま
ち
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。

︱
城
下
町
に
活
気
が
戻
り
つ
つ

あ
る
な
か
で
、
社
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

正
直
驚
い
た

（笑） 

前
社
長
の
野

田
良
輔
副
市
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
は
城
下
町
の
活
性

化
に
よ
り
具
体
性
・
独
自
性
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

︱
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
た

け
た
㈱
の
事
業
を
ベ
ー
ス
に
？

今
後
１
年
で
ま
ち
は
大
き
く
様

変
わ
り
す
る
。
秋
に
開
館
す
る
竹

田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
来
年

の
完
成
を
め
ざ
す
歴
史
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）
と
城
下
町
交
流

プ
ラ
ザ（
ま
ち
プ
ラ
）。
加
え
て
電

柱
の
地
中
化
に
よ
り
、「
歩
い
て
楽

し
い
ま
ち
」
が
実
現
す
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
中
心
と
し
た

魅
力
あ
る
個
店
や
環
境
づ
く
り
に

は
、
住
民
や
商
店
街
、
商
工
会
議

所
等
の
主
体
性
が
前
提
と
な
る
が
、

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
が
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
と
と
も
に
、

自
ら
が
事
業
を
企
画
し
、「
ま
ち
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
」
と
し
て
実
行
力
を

高
め
た
い
。

︱
具
体
的
に
は
？

経
営
安
定
化
の
た
め
、
新
た
に

収
益
事
業
に
取
り
組
む
。

一
つ
目
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
」
の
事
務
の
一
部
を
市
か
ら
受

託
し
、
寄
付
総
額
の
10
％
を
ま
ち

づ
く
り
た
け
た
㈱
の
受
託
料
収
入

と
し
て
い
く
。
そ
れ
ら
収
益
は
す

べ
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
充
て
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
こ
の
自
治

体
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
、
竹
田
の
産

品
だ
け
で
な
く
、
姉
妹
都
市
や
交

流
都
市
の
産
品
の
取
り
扱
い
も
始

め
る
。
あ
わ
せ
て
他
の
自
治
体
に

負
け
な
い
温
泉
資
源
や
観
光
資
源

を
組
み
合
わ
せ
て
、
魅
力
あ
る
返

礼
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

年
間
４
５
０
０
万
円
の
寄
付
を
、

今
年
度
中
に
１
億
円
、
い
ず
れ
は

３
億
円
ま
で
伸
ば
し
た
い
。

︱
空
き
店
舗
調
査
か
ら
一
歩
進

ん
だ
事
業
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
で

す
が
。

３
年
間
の
調
査
に
よ
り
、
城
下

町
内
の
空
き
店
舗
や
空
き
家
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
不

動
産
情
報
を
利
活
用
し
、
新
規
出

店
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
不
動
産
事

業
に
も
取
り
組
む
。
当
面
は
不
動

産
売
買
や
サ
ブ
リ
ー
ス
な
ど
、
不

動
産
を
活
用
す
る
た
め
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
く
。

︱
新
電
力
事
業
も
「
電
力
小
売

事
業
者
の
取
次
店
」
と
し
て
、
既

に
事
業
着
手
し
て
い
ま
す
。

市
が
自
治
体
新
電
力
事
業
に

参
入
し
た
こ
と
を
受
け
、
ま
ち
づ

く
り
た
け
た
㈱
は
、
今
年
１
月
に

み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
（
福
岡
県
み
や
ま
市
）
と
取
次

店
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
同
社
の

電
力
供
給
や
経
営
サ
ポ
ー
ト
等

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
ま
ず
は

市
の
公
共
施
設
の
電
力
契
約
を

動
き
始
め
た
城
下
町

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
探
る

竹
田
市
と
民
間
企
業
と
の
共
同
出
資
に
よ
り
３
年
前
に
設
立
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
た
け

た
株
式
会
社（
ア
グ
ル
）」。
拠
点
を
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
通
り
の
古
町
k‌

i‌

t‌

t‌

o
に
構
え
、

城
下
町
再
生
の
青
写
真
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

６
月
、
取
締
役
会
に
よ
り
人
事
を
一
新
。
新
社
長
に
児こ

だ

ま玉
誠せ

い
ぞ
う三

氏（
69
歳
）を
迎
え
、
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
す
。

市議会議員を４期12年、市経済
活性化促進協議会、市社会福祉協
議会事務局長を歴任。国の雇用創
出事業を受託して、「暮らしのサポー
トセンター」や「健康づくりインストラ
クター」の養成、バイオマス・小水力
発電等の環境エネルギー分野等で
人材育成や組織の立ち上げに取り
組む。一昨年の熊本地震では、熊本
県南阿蘇村を支援するため、ボラン
ティアの中継基地「竹田ベースキャ
ンプ」を設置し、県境を越えた地域
あげての支援活動を行うなど、現場
主義の取り組みを進めている。

児玉誠三新社長の主な経歴

自
ら
が
「
ま
ち
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
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ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
へ
と
移

行
さ
せ
た
。
今
後
は
大
口
需
要
者

の
確
保
に
向
け
て
、
営
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省
の

小
売
電
気
事
業
者
と
し
て
の
登

録
を
進
め
、
将
来
的
に
は
独
立
し

た
事
業
者
を
め
ざ
し
て
い
く
。
収

益
は
子
育
て
支
援
や
文
化
政
策
、

地
域
活
性
化
の
た
め
に
充
て
て

い
き
た
い
。

︱
同
じ
「
ま
ち
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
」

と
し
て
、
移
住
者
な
ど
が
ま
ち
に

活
気
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
で
Ｕ
タ
ー
ン
者
、
移

住
者
が
増
え
て
き
た
。
城
下
町
に

お
洒
落
な
飲
食
店
を
構
え
た
り
、

古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

宿
泊
施
設
に
す
る
な
ど
、
新
た
な

視
点
で
勇
気
あ
る
挑
戦
を
続
け
る

彼
ら
が
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
。
商
工

会
議
所
や
私
た
ち
ま
ち
づ
く
り
た

け
た
㈱
が
、
彼
ら
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
く
。
竹
田
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
、
魅
力
を
共
に
掘
り
起
こ
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
る
。

︱
児
玉
社
長
は
こ
れ
ま
で
も
４
、

５
年
先
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
行
政
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
」

で
な
く
、「
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
す
る
」
…
そ

の
形
が
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
。
今
で
は
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
な
っ
て
い

る
。ま

ち
づ
く
り
に
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
。
行
政
、
民
間
事
業
者
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
る
。

３
者
を
つ
な
ぐ
の
が
ま
ち
づ
く

り
た
け
た
㈱
だ
と
思
っ
て
い
る
。

︱
児
玉
社
長
が
考
え
る
ま
ち
の

将
来
像
は
？

外
か
ら
来
た
人
に
「
こ
の
街
は

高
齢
化
率
が
高
い
の
に
、
こ
こ
に

暮
ら
す
人
は
な
ん
で
こ
ん
な
に
キ

ラ
キ
ラ
輝
い
て
楽
し
そ
う
な
ん
だ
」

と
思
わ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

老
若
男
女
が
社
会
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

施
設
が
で
き
、
城
下
町
が
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
今
が
、
ま
ち
づ

く
り
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

↑竹田の魅力を掘り起こし、活気のあるまちに！

↑「力を合わせてまちづくりに取り組みます！」とまちづくりたけた
株式会社のスタッフの皆さん

竹田市地域おこし協力隊　私たちもまちづくりに加わります！
友
ともなが

永  英
えい

治
じ

 さん 友
ともなが

永  英
えい

子
こ

 さん 黒
くろ

木
き

  辰
たつ

男
お

 さん

①鹿児島県鹿児島市

②まちづくりたけた株式会社

　（ふるさと納税）

③「ただいま！竹田！」35年間ずっと帰

ってきたかった故郷に、妻と５歳の娘

の３人で戻ってまいりました。長年従

事してきた広告プランニングやイン

ターネット関連分野の経験を、愛す

る故郷のために活かせたら幸いです。

①鹿児島県鹿児島市

②竹田市観光ツーリズム協会

　（観光振興）

③自然のパワーも、人のエネルギーも

ハンパない竹田に、たくさんの可能

性を感じてワクワクが止まりません。

今の新鮮な気持ちや視点を大切に

しながら、竹田の魅力をもっと発掘、

発信して盛り上げていきたいです。

①福岡県久留米市

②文化政策課

　（グランツたけた）

③〈グランツたけた〉が、市民にとって

誇れる施設となるよう頑張ります。

演劇や音楽、ダンス…さまざまな感

動を皆さんにお届けします！

７月１日付けで任命された隊員を紹介します。①前住所地  ②勤務先（担当業務）  ③抱負

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社

（
ア
グ
ル
）

☎
０
９
７
４-

64-

０
１
７
５
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中
九
州
横
断
道
路
（
大
分
市
～
熊

本
市
）の
一
部
と
し
て
、
国
土
交
通
省

が
整
備
を
進
め
る
国
道
57
号
線
滝
室

坂
道
路
の
う
ち
、
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）
の
着
工
式
が
６
月
24
日
、
熊

本
県
阿
蘇
市
波
野
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
道
57
号
線
滝
室
坂
付
近
で
は
、

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に

よ
り
11
か
所
の
法
面
が
崩
壊
し
、
土

砂
が
流
出
。
40
日
間
通
行
止
め
と
な

り
、
物
流
や
観
光
な
ど
地
域
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

現
在
も
連
続
雨
量
が
１
４
０
ミ
リ

を
超
え
る
と
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
、

代
替
道
路
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

今
回
整
備
さ
れ
る
滝
室
坂
道
路

は
、
阿
蘇
市
波
野
と
一
の
宮
町
坂
梨

を
結
ぶ
６
・
３
キ
ロ
の
自
動
車
専
用

道
路
。
そ
の
う
ち
、
滝
室
坂
ト
ン
ネ

ル
は
長
さ
約
４
・
８
キ
ロ
で
、
坂
梨

側
か
ら
波
野
側
に
向
か
っ
て
２
０
０

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
低
差
を
４
％

の
勾
配
で
上
り
ま
す
。
坂
梨
・
波
野

双
方
の
工
区
か
ら
掘
り
進
め
て
い
く

工
事
の
総
事
業
費
は
約
３
４
７
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

式
に
は
蒲か
ば
し
ま島

郁い

く

お夫
熊
本
県
知
事
や

佐
藤
義よ
し
お
き興

阿
蘇
市
長
な
ど
関
係
者
約

１
１
０
人
が
出
席
。
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
の
増
田
博
行
局
長
は

「
災
害
時
の
代
替
道
路
と
し
て
、
ま
た

観
光
や
人
的
交
流
の
促
進
に
も
期
待

が
か
か
る
。
１
日
で
も
早
い
完
成
を

め
ざ
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
。

地
域
住
民
の
生
命
を
守
る
と
と
も

に
、
大
分
・
熊
本
の
地
域
間
の
連
携
を

図
り
、
経
済
や
観
光
の
発
展
に
も
大

き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
滝
室
坂
道

路
の
早
期
開
通
が
待
た
れ
ま
す
。

↑くわ入れを行う波野保育園の園児と関係者ら

「
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）」
着
工

災
害
時
の
代
替
路
確
保
や

産
業
発
展
に

“
み
ち
”
が
未
来
を
創
る
！

中
九
州
横
断
道
路
は
、
大
分
市
と
熊
本
市
を
結
ぶ
延
長
約
１
２
０
キ
ロ
の
地
域
高
規
格
道
路
※
で
す
。

現
在
「
朝
地
～
竹
田
間
」
は
、
平
成
30
年
度
の
開
通
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
地
域
高
規
格
道
路
と
は
…
概
ね
時
速
60
キ
ロ
以
上
の
速
度
が
出
せ
る
規
格
の
高
い
道
路
の
こ
と
で
す
。
現
在
整
備

中
の
「
朝
地
～
竹
田
間
」
は
、
設
計
速
度
が
時
速
80
キ
ロ
、
２
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。（
実
際
に
走
行
す
る

際
は
、
公
安
委
員
会
が
規
制
す
る
速
度
と
な
り
ま
す
）

↑工事が進む笹無田橋（三宅）付近↑竹田インターチェンジ（仮称）付近の完成予想図

至 長湯至 長湯

濁淵川濁淵川

県道竹田直入線（バイパス）

県道竹田直入線（バイパス）

至
 竹

田
市

街
地

至
 竹

田
市

街
地

中
九
州
横
断
道
路

（
大
野
竹
田
道
路
）

中
九
州
横
断
道
路

（
大
野
竹
田
道
路
）

至 

大
分

至 

大
分

県道竹田直入線（現道）

県道竹田直入線（現道）

「中九州横断道路」の整備でどう変わるの？

－観光－
沿道には全国有数の観光資源が集積し
ており、周辺自治体との連携や回遊性
向上により、観光客のさらなる増加が
期待されます。

－暮らし－
移動時間が短縮し、国道57号を走行す
る大型車の交通量も減少するため、地
域間移動の利便性や歩行者の安全性
が向上します。

－物流・産業－
輸送にかかる所要時間が短縮し、農業
の物流化や大都市への市場拡大、荷痛
み減少、鮮度向上など、地域産業が活
性化します。

－医療－
第３次救急医療施設（大分大学医学部
附属病院、アルメイダ病院、県立病院）
からの60分圏域が拡大し、救命率が向
上します。

－防災－
大規模災害が発生した際、国道57号の
代替道路や救援物資の輸送ルートとし
て、信頼性の高い道路ネットワークが
構築されます。
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出典：九州地方整備局ホームページより（H30.3.13 平成29年度第３回九州地方小委員会）

道路

↑工事が進む竹田インターチェンジ（仮称）付近

県道
竹田
直入
線

県道
竹田
直入
線

竹田市街竹田市街

直入町直入町

朝地・大分市朝地・大分市

濁淵
川

濁淵
川

中九州横断道路

中九州横断道路

「竹田~阿蘇間」の早期事業化へ

「“みち”から始まる地域再生、未来へつながる中九州横断道路」

をテーマに、竹田～阿蘇間の早期事業化に向けシンポジウムを

開催します。多くの方のご来場をお待ちしています。

　日時　８月26日㈰　午後１時30分～４時30分

　場所　久住公民館くじゅうサンホール

　内容　基調講演、パネルディスカッション

　共催　豊肥・地域高規格道路建設促進期成会、大分県

Ⅰ　計画段階評価

・「竹田～阿蘇間」については、現在国土交通省において「計画段階評価」※の事務手続中です。地域の声（市民
アンケートなど）を聞きながら、学識経験者などの第三者で構成される「九州地方小委員会」によって審議さ
れます。

Ⅱ　３ルート帯を公表

・昨年９月の市民アンケートや今年３月の九州地方小委員会での審議を経て３つのルート帯（下図参照）が公表
されています。

Ⅲ　今後の予定

・市民アンケートや企業等へのヒアリングなどが予定されています。その後、九州地方小委員会の審議を経て、
対応方針（概略ルート・構造）が決定される予定です。

・アンケートやヒアリングの対象者（無作為抽選）に選定された方は、ご協力をお願いいたします。

※「計画段階評価」とは…公共事業の効率性や透明性を図る目的で、新規事業採択時評価の前段階に実施され
るものです。

「“みち”が創る“まち”の未来」シンポジウム開催

現道改良案

北ルート案

南ルート案

「
災
害
派
遣
等
従
事
車
両

証
明
書
」の
発
行
に
つ
い
て

竹
田
南
高
が
募
金
活
動

大
阪
北
部
地
震
・
西
日
本
豪
雨

被
災
地
で
の
復
旧
・
復
興
に
あ
た

る
車
両
に
つ
い
て
は
、「
災
害
派
遣
等

従
事
車
両
証
明
書
」
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
高
速
道
路
等
の
料
金
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

竹
田
市
総
務
課
☎
63-

１
１
１
１（
内

線
２
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

竹
田
南
高
等
学
校
の
生
徒
が
７
月

18
日
と
19
日
、
市
内
の
商
業
施
設
で

街
頭
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。「
被

災
地
の
人
の
力
に
な
れ
た
ら
」
と
、
２

日
間
で
延
べ
36
人
が
参
加
し
、
買
い

物
客
に
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

↑寄せられた165,113円の善意の募金は、竹田市共同
募金委員会を通じ、被災地支援に役立てられます
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７

月
18
日
、
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉に
、
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
＆
サ
ン
ズ
社
の
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
ピ
ア
ノ（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
Ｄ-

２
７
４
）が
納
品
さ
れ
ま
し
た
！

同
社
は
１
６
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
世
界
最
高
峰
の
ピ
ア
ノ
を
製
作
し

続
け
て
お
り
、
そ
の
ピ
ア
ノ
は
世
界

中
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
愛
さ
れ
、
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
新
た
な
文
化
拠
点
と
な
る

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉の
ピ
ア
ノ
に
つ
い

て
は
、
市
民
が
本
物
の
音
楽
に
触
れ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
民
や

子
ど
も
た
ち
が
使
う
ピ
ア
ノ
で
あ
る

こ
と
、
プ
ロ
に
よ
る
演
奏
に
対
応
で
き

る
ピ
ア
ノ
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
検

証
し
、
今
年
３
月
に
議
会
で
承
認
を

い
た
だ
き
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
の
ピ

ア
ノ
に
決
定
し
ま
し
た
。

手
作
業
で
製
作
さ
れ
る
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
社
の
ピ
ア
ノ
は
１
台
１
台
個

性
が
あ
り
、
奏
で
る
音
の
印
象
が
違
う

こ
と
か
ら
、
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
・

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
伊
藤
京
子

先
生
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
竹
田
市

の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
3
台
の
ピ
ア

ノ
の
試
奏
な
ど
を
経
て
、〈
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
〉に
ふ
さ
わ
し
い
１
台
を
選
定

し
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
１
台
は
、
伊
藤
先
生
に

「
少
年
の
よ
う
に
若
々
し
い
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
印
象
の
ピ
ア
ノ
」
と
形
容
さ
れ

て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

技
術
的
に
成
長
段
階
に
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
も
扱
い
や
す
い
、
ス
ム
ー
ズ
に

使
い
こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
ピ
ア
ノ
と

い
う
部
分
を
重
要
視
し
て
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

市
民
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
と
し
て
こ
の

ピ
ア
ノ
が
愛
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
本

当
の
価
値
を
地
域
に
根
付
か
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

スタインウェイが
　　　　　やってきた！
～フルコンサートピアノはこの１台に～

スガダイロー ピアノソロコンサート
『季節はただ流れていく』

「スガしかいない！」〈グランツたけた〉でスタインウェイを弾く
残像が残るほどのスピードで鍵盤を叩く、ため息が出るほどの超絶

技巧。その粗暴ともいえる演奏スタイルに相反する美しくクリアな音

色。誰もがその演奏に圧倒され、次々に溢れ出る音の響きに魅了され

てしまう。時に慎重に音を反芻し、時に奔放に音と遊ぶ、もはやジャ

ズではない、“スガダイロー”というジャンルだ。

そんなスガが「暦」をテーマに毎月１曲ずつ１年をかけて創り上げ

た『季節はただ流れていく』を携えグランツに登場する。日本の原風

景を思い起こさせる美しい旋律に彩られたスガの『新境地』だ。

音の響きにこだわって設計された廉太郎ホールで、“神々の楽器”

と称されるスタインウェイと対峙し弾きこなせる人は「スガしかいな

い！」。奇才・スガダイローの生の演奏をたっぷりご堪能ください。

日
時　

11
月
25
日
㈰　

午
後
２
時
30
分
開
場

／
午
後
３
時
開
演

入
場
料（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般 

３
千
円
／
高
校
生
以
下 

千
円
／
市
民
割

引
価
格 

2
千
円（
販
売
は
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
窓

口
の
み
）

※
市
民
割
引
を
ご
利
用
の
際
は
、
市
内
在
住
で

あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
以
下
チ
ケ
ッ
ト
は
公
演
当
日
、
学
生
証

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
車
い
す
席
を
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発
売
開
始　

９
月
９
日
㈰　

午
前
10
時
～

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

・〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉は
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
平
日
の
み
） 

※
公
演
前
日
ま
で
。
た
だ
し
発

売
初
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で
臨
時

で
取
り
扱
い
。

・
ト
キ
ハ
会
館
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
は
午
前
10
時
～

午
後
７
時 

※
公
演
５
日
前
ま
で
。

・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト（h

ttp
://l-tike.co

m

）は

24
時
間（
発
売
開
始
日
は
午
前
10
時
～
）

 

※
公

演
３
日
前
ま
で
。

・
ラ
イ
ブ
ポ
ケ
ッ
ト

（h
ttp
s://t.live

p
o
ck
e
t.jp
/e
/av2

f2

）
は
24

時
間
（
発
売
開
始
日
は
午
前
10
時
～
） 

※
公
演

３
日
前
ま
で
。

※
購
入
後
の
チ
ケ
ッ
ト
変
更
・
キ
ャ
ン
セ
ル
、
ま

た
営
利
目
的
の
チ
ケ
ッ
ト
の
転
売
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
予
定
販
売
枚
数
に
達
し
次
第
、
終
了
と
な
り

ま
す
。

問竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉
☎0974-63-4837／FAX‌0974-63-2211　E-mail：bunka@city.taketa.lg.jp
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スガダイロー ピアノソロコンサート『季節はただ流れていく』 ほか

↑〈グランツたけた〉の廉太郎ホールにやってきたピアノ

↑美しい旋律に彩られたスガダイローの演奏をぜひ会場で！



今
年
10
月
６
日
か
ら
11
月
25
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
を

一
過
性
で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」「
ひ

と
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
へ
と
つ

な
げ
、
世
代
や
地
域
、
活
動
分
野
等

を
超
え
た
交
流
や
新
し
い
活
動
の
芽

を
育
む
た
め
に
、
事
業
提
案
を
募
集

し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
小
林
孝
彦
さ
ん
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
事

業
「
小
さ
な
城
下
町
と
市
場
～T

he 

C
astle Tow

n M
arket

～
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。「
規
模
よ
り
満
足
感
、

そ
し
て
小
さ
な
町
か
ら
で
き
る
こ
と
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
。「
食
」
を
通
じ
て
市

内
外
の
人
た
ち
の
交
流
が
生
ま
れ
、

農
業
や
ア
ー
ト
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
事
業
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
「
竹
田
サ

イ
ズ
、
竹
田
方
式
の
マ
ル
シ
ェ
」
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

①
街
中
事
業

開
催
日　

８
月
11
日
㈯　

午
前
11

時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

御
客
屋
敷
・
十
六
羅
漢
周
辺

内
容　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜

な
ど
の
農
産
物
の
販
売
や
そ
れ
ら
を

加
工
し
た
ジ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
他
、
竹
田
市
産

の
食
材
で
作
っ
た
軽
食
類
の
フ
ー
ド

ブ
ー
ス
や
カ
ボ
ス
を
使
っ
た
ド
リ
ン

ク
が
楽
し
め
る
ド
リ
ン
ク
バ
ー
な
ど

の
出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
御
客
屋
敷
に
て
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

②
グ
ラ
ン
ツ
マ
ル
シ
ェ
事
業

日
時　

10
月
７
日
㈰　

午
前
11
時

～
午
後
５
時

場
所　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
敷
地
内
広
場

内
容　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
の
オ
ー

プ
ン
初
日
に
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

※
マ
ル
シ
ェ
の
名
称
は
検
討
中
で

す
。
詳
細
が
決
定
次
第
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
第
33
回
国
民
文
化
祭
、
第
18
回
全

国
障
害
者
芸
術
文
化
祭
竹
田
市
実
行

委
員
会
事
務
局
（
竹
田
市
文
化
政
策

課
内
）

☎
63-

４
８
３
７

「
街
中
キ
ラ
リ
☆
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
採
択
事
業
決
定

竹
田
サ
イ
ズ
、竹
田
方
式
の
マ
ル
シ
ェ

第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８

第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
関
連
企
画

今年10月にオープンする竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉。イベントの
企画や、来場者を迎えるフロントスタッフ、自主公演を支える舞台スタッフなど、
運営業務を担う市民ボランティアを対象とした講座が始まりました。

６月28日と29日に行われた講座には市民スタッフに応募した33人のうち、約

20人が参加。文化ホールの基本計画策定に携わった空間創造研究所の草
く さ か

加叔
と し や

也

さんと、ホールを設計した香山壽夫建築研究所の長
は せ が わ

谷川祥
さ ち お

久さんを講師に迎え、
講義が行われました。

草加さんは基本計画の概要について説明。「あらゆる舞台に関心を持ち、劇場で
の体験や魅力を他の人に伝えながら、市民が誇れるホールに育ててください」と
話しました。

長谷川さんは、廉太郎ホールの高く設計した天井や内装壁、１階の部分に少し
張り出した２階席など、音の響きにこだわった設計について説明し、「誰もが気軽
に使える開かれた施設にするためにも、最前線にいる皆さんがホールを有効活用
できるアイデアを考えて」と助言しました。

講座に参加した岡本玲
れ お

於さん（竹田高校３年）は「将来、劇場関係の仕事に就きたいと思い参加した。市民スタッフと

して経験したことを生かしたい」、高木佳
か な え

奈枝さんは「施設の設計や工夫を多くの人に知ってもらい、気軽に使えるホー
ルにしていきたい」と意気込みを話しました。

今後も研修を重ね、〈グランツたけた〉がオープンする10月７日のスタッフデビューをめざします。

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
は
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
引
き
続

き
募
集
し
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
客

様
を
お
迎
え
し
た
り
、
舞
台
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
自
主
公
演
を
支
え
た
り
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
、
お
花
や
炊
き
出
し
な
ど
、

あ
な
た
の
得
意
分
野
や
興
味
の
あ
る

分
野
で
多
様
な
関
わ
り
方
が
で
き
ま

す
。現

在
、
10
月
７
日
の
開
館
に
向
け

た
養
成
講
座
を
実
施
中
で
す
！
専
門

分
野
で
の
知
識
・
技
能
を
得
る
た
め

の
講
座
と
し
て
、
舞
台
ス
タ
ッ
フ
向

け
講
座
を
８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
、
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
向
け
講

座
を
９
月
下
旬
に
実
施
し
ま
す
。
そ

の
他
、
文
化
教
養
講
座
も
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
で
も
、
い
つ
か
ら
で
も
、
グ

ラ
ン
ツ
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
な
見
学
か
ら
で
も
大
歓
迎
で
す
。

あ
な
た
も
私
た
ち
と
一
緒
に
グ
ラ
ン

ツ
の
開
館
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
竹
田
市
文
化
政
策
課　

市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
担
当

☎
63-

４
８
３
７

市民ボランティアスタッフ講座がスタート

〈グランツたけた〉を一緒に盛り上げよう！

あ
な
た
も

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
！
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竹田サイズ、竹田方式のマルシェ ほか

↑設計コンセプトについて話す香山壽夫建築
研究所の長谷川祥久さん（中央）



↑①研修先で、料理を盛り付けるなどレス
トラン業務に取り組む学生ら　②城原神
社の歴史について学習　③お互いの歴史
文化について交流する竹田中学校の生徒
と学生　④ミニトマト農家では栽培方法
について学習

↑継続的な研修の実施に向け、覚書を締結

今
回
の
研
修
は
、
董
学
科
長
と
本

市
の
観
光
親
善
大
使
を
務
め
て
い
る

郭か
く
し
げ
ん

子
瑄
先
生
（
同
大
学
准
教
授
）
が
、

昨
年
９
月
に
本
市
を
訪
れ
た
際
、「
職

業
体
験
を
通
し
て
国
際
的
な
視
野
を

広
げ
、
今
後
の
実
習
や
就
職
に
結
び

つ
け
る
た
め
、
竹
田
市
に
学
生
を
派

遣
し
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
実

現
し
た
も
の
。
学
生
た
ち
は
、
久
住

町
の
「
く
じ
ゅ
う
花
公
園
」
と
「
国
民

宿
舎
久
住
高
原
荘
」、
そ
し
て
直
入
町

の
旅
館
「
紅
葉
館
」
の
３
つ
の
受
け
入

れ
施
設
に
分
か
れ
、
３
日
間
職
場
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
滞
在
中
は
国
指
定
史
跡
岡

城
跡
や
白
水
ダ
ム
な
ど
の
観
光
施
設

を
見
学
。
荻
町
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培

施
設
や
ト
マ
ト
加
工
施
設
で
は
、
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
学
ぶ
な
ど
、
竹
田
の
自
然
や
歴
史

文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
市
民
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

研
修
最
終
日
に
は
報
告
会
が
行
わ

れ
、
花
公
園
で
研
修
し
た
陳ち
ん
し
ん
ず

欣
慈
さ

ん
は
「
研
修
を
通
じ
て
日
本
の
文
化

や
習
慣
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
台
湾
の
家
族
や

友
人
に
竹
田
の
良
さ
を
伝
え
た
い
」、

久
住
高
原
荘
で
フ
ロ
ン
ト
や
レ
ス
ト

ラ
ン
業
務
を
体
験
し
た
陳ち
ん
え
ん

竹ち
く

さ

ん
は
「
竹
田
の
人
は
み
ん
な
親
切
に

し
て
く
れ
た
。
フ
ロ
ン
ト
業
務
で
は

お
客
さ
ん
に
説
明
す
る
言
葉
遣
い
が

難
し
か
っ
た
。
日
本
語
の
勉
強
を
し
、

次
は
お
客
さ
ん
と
会
話
し
て
交
流
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

学
生
４
人
を
受
け
入
れ
た
紅
葉
館

の
松
尾
久ひ
さ
ず
み住

社
長
は
「
言
葉
が
通
じ

な
く
て
も
、
調
理
や
掃
除
な
ど
熱
心

に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
今
後
も
研

修
を
受
け
入
れ
た
い
」。

董
学
科
長
は
「
本
学
に
は
日
本
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
多
く
在

籍
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
竹
田
市

と
研
修
や
実
習
を
通
じ
、
交
流
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
述
べ
、

今
後
の
継
続
的
な
研
修
の
実
施
に
向

け
、
今
回
の
研
修
受
け
入
れ
先
と
な
っ

た
３
施
設
と
同
大
学
と
の
間
で
覚
書

の
締
結
が
行
わ
れ
ま
し

た
。本

市
で
は
同
大
学
と

の
連
携
を
深
め
る
と
と

も
に
、
市
民
レ
ベ
ル
の

交
流
も
活
発
に
し
、
相

互
の
友
好
関
係
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

昨年１月に、台湾・高雄市田寮区と国際観光文化交流

都市の締結を行った本市。中学生や市民訪問団が高雄

市を訪問するなど、市民レベルの相互交流で友好の絆

を深めています。

今回、台湾・台南市の嘉
か

南
なんやく

薬理
り

大学応用外国語学科か

ら董
とう

幸
こう

正
せい

学科長を団長とする14人の学生と引率の教授

等４人が７月９日に来竹し、14日までの間、市内で研修

を行いました。

台湾・嘉南薬理大学の学生ら

職場研修で竹田を学ぶ

↑市内で職場研修を行った台湾・嘉南薬理大学と関係者の皆さん

文
化
の
風
を

会
場
で
感
じ
て
！

「
国
民
文
化
祭
」
大
会
旗
が
竹
田
に↑歴史文化の魅力を全国に発信していきます！

10
月
６
日
か
ら
11
月
25
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
る
「
第
33
回
国
民
文
化

祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８
」
と
「
第
18

回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お

い
た
大
会
」。

大
会
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

７
月
６
日
、
大
会
旗
と
「
お
お
い
た
大

茶
会
」
を
示
す
野
点
の
傘
が
、
相
馬

尊た
か
し
げ重

由
布
市
長
か
ら
首
藤
市
長
に
リ

レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
Ｐ
Ｒ
隊
「
お
お
い
た
大
茶

会
盛
り
上
げ
隊
」
の
竹
田
市
代
表
、

長
松
勇ゆ
う
す
け佑

さ
ん（
23
歳
、
上
平
）は
「
竹

田
の
伝
統
芸
能
を
始
め
と
す
る
文
化

の
魅
力
を
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
人
に

伝
え
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

①

②

③

④
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↑竹田市観光キャンペーンレディに任命された
渡邊美穂さん（左）と川上あずささん

↑完成を喜ぶ関係者の皆さん

↑大会では愛育活動の功労者が表彰されました

↑水鉄砲で遊ぶ子どもたち

↑音楽CDを寄贈した塚野順子さん（中央）とピア
ニストの妹尾哲巳さん（右）

↑「荒城の月」などが収録された音楽CD

竹田の魅力を
　　  笑顔でPR

声かけ、見守り、10周年

地域の力で
子育てを楽しく♪

本
市
の
観
光
や
特
産
品
、イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
竹
田

市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
」
に
、
竹

田
市
在
住
の
渡
邊
美
穂
さ
ん（
27
歳
・

保
育
士
）と
、
大
分
市
在
住
の
川
上
あ

ず
さ
さ
ん（
25
歳
・
カ
フ
ェ
店
員
）が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

任
命
２
年
目
と
な
る
渡
邊
さ
ん
は

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
祖
母
山
系
の
魅
力
を
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
な
ど
を
通
じ
て
自
ら
体
験
す
る
こ

と
で
伝
え
て
い
き
た
い
」、
初
め
て
任
命

さ
れ
た
川
上
さ
ん
は
「
竹
田
の
歴
史
や

文
化
、
自
然
を
生
か
し
た
食
べ
物
や
観

光
地
な
ど
、
多
く
の
魅
力
を
自
分
の
言

葉
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

任
命
期
間
は
来
年
の
6
月
30
日
ま

で
。
笑
顔
が
素
敵
な
お
二
人
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
！

６月30日、健康づくり組織「竹田市愛育保

健推進員会」の設立10周年記念大会が市

総合社会福祉センターで開催されました。

市内４地域で活動していた愛育班の名称

を、平成20年度に「愛育保健推進員」と統一

して10年。373人の推進員の皆さんが行っ

ている健診の呼びかけや見守り活動は、年

間で１万５千回を超えるなど、健康で住みよ

いまちづくりにつながっています。

７
月
２
日
、
竹
田
市
久
住
支
所
隣

に
完
成
し
た
久
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
青
空
」
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
施
設
は
県
道
庄
内
久
住
線
改
良

事
業
を
契
機
に
、
地
元
の
関
係
者
で
組

織
さ
れ
た
「
久
住
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

の
な
か
で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
熱
い
議
論
を
重
ね
、５
年
以
上
の
歳

月
を
か
け
て
完
成
。
大
小
の
会
議
室

や
事
務
室
、ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た
建

物
は
鉄
骨
平
屋
建
て
で
、
延
べ
床
面
積

は
約
１
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
総
事

業
費
は
約
６
４
０
０
万
円（
内
訳
は
社

会
資
本
整
備
交
付
金
が
２
５
６
０
万

円
、
合
併
特
例
債
が
３
５
４
０
万
円
、

一
般
財
源
が
３
０
０
万
円
）。
今
後
の

管
理
運
営
は
、
地
元
の
自
治
会
や
利

用
者
団
体
か
ら
な
る
「
久
住
の
会
」
が

担
い
ま
す
。

同
会
長
の
吉
村
政ま
さ
ふ
み文

さ
ん
は
「
地

域
の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な

施
設
に
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
に

童
謡
を
次
の
100
年
に

７
月
22
日
、
子
育
て
支
援
の
輪

を
広
げ
、
地
域
で
楽
し
く
子
育
て
を

し
て
も
ら
お
う
と
、「
第
４
回
子
育

て
フ
ェ
ス
タ
by
夢ゆ
め
つ
と苞

」
が
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

３
０
０
人
を
超
え
る
親
子
が
参
加
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
人
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
水
鉄
砲
づ
く
り

な
ど
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

童
謡
の
名
曲
を
収
録
し
た
音
楽
Ｃ

Ｄ
「
ピ
ア
ノ
で
贈
る 

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
日

本
の
う
た
愛
の
う
た
」
が
、
市
内
の
小

中
学
校
18
校
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
６
月
29
日
、
瀧
廉
太
郎
記
念
館

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
Ｃ
Ｄ
は
、
童
謡
誕
生

１
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
で
一

般
社
団
法
人
日
本
童
謡
協
会
会
員
の

塚
野
順
子
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
制

作
。
ピ
ア
ノ
演
奏
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
妹せ
の

尾お

哲て
つ

巳み

さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。
２

枚
の
Ｃ
Ｄ
に
は
、「
荒
城
の
月
」
ほ
か
全

32
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
塚
野
さ
ん
が
首
藤
市
長
に

Ｃ
Ｄ
を
手
渡
し
な
が
ら
、「
ま
ち
の
隅
々

に
音
楽
が
息
づ

い
て
い
る
竹
田
。

童
謡
の
名
曲
を
、

次
の
１
０
０
年

を
継
ぐ
子
ど
も

た
ち
に
聴
い
て

も
ら
い
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
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夢に向って

輝け!

竹田の星

↑矢野榮治さん（左）と石田和男さん

↑阿南茂さん（左）と佐藤孝幸さん

自
治
会
長
と
し
て
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
と
、
豊
か
で
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
石い

し

だ田
和か

ず

お男
さ
ん（
竹
田
・
下
木
）
と

矢や

の野
榮え

い

じ治
さ
ん（
竹
田
・
西
中
）
に
知

事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
25
日
㈬

東
京
都
・
日
本
武
道
館

剣
誠
館

大お
お
く
ぼ窪　

薫
か
お
る

さ
ん（
都
野
中
２
年
）

大お
お
く
ぼ窪　

護
ま
も
る

さ
ん（
都
野
中
１
年
）

浅あ
さ
く
ら倉　

愛あ
い

さ
ん（
久
住
中
３
年
）

児こ

玉だ
ま

彩あ
や

菜な

さ
ん（
緒
方
中
３
年
）

〈
サ
ッ
カ
ー
競
技
〉

８
月
６
日
㈪
～
13
日
㈪

三
重
県
伊
勢
市
伊
勢
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

大
分
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

小お

澤ざ
わ

和か
ず

真ま

さ
ん（
３
年
・
都
野
中
出
身
）

菊き
く

地ち

孔こ
う

明め
い

さ
ん（
２
年
・
直
入
出
身
）

第
53
回 

全
国
道
場
少
年

剣
道
大
会

行
政
相
談
業
務
の
遂
行
に
特
に
尽

力
さ
れ
た
竹
田
市
行
政
相
談
委
員
の

阿あ

な

ん南
茂

し
げ
る

さ
ん（
竹
田
・
井
手
の
上
）
と

佐さ

と

う藤
孝た

か
ゆ
き幸

さ
ん（
荻
・
馬
場
）に
、
九
州

管
区
行
政
評
価
局
地
域
総
括
評
価

官
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

行
政
相
談
委
員

阿
南
さ
ん
と

佐
藤
さ
ん
に

感
謝
状

石
田
さ
ん
と

矢
野
さ
ん
に

知
事
感
謝
状

全国大会に出場する選手を
紹介します

↑大窪拓海さん

↑菊地孔明さん（左）と小澤和真さん

↑剣誠館の皆さん（左から児玉彩菜さん、浅倉愛さん、
大窪薫さん、大窪護さん）

↑（左から）木元蓮也さん、吉田龍矢さん、上島仁さん、
野仲泰地さん

平成30年度 全国高等学校
総合体育大会

「2018 彩る感動 東海総体」
〈カヌー競技〉
８月２日㈭～６日㈪
岐阜県海津市長良川国際レガッタコース
大分舞鶴高等学校カヌー部

大
おおくぼ

窪拓
たく

海
み

さん（２年・都野中出身）

第８回西日本野球選手権大会
８月７日㈫～11日㈯
山口県周南市津田恒実
メモリアルスタジアム
大分西南リトルシニア

木
き

元
もと

蓮
れん

也
や

さん（竹田南部中３年）

吉
よし

田
だ

龍
りゅうや

矢さん（都野中３年）

上
うえしま

島　仁
じん

さん（竹田中１年）

野
の

仲
なか

泰
た い ち

地さん（竹田南部中１年）

防犯活動に功績

倉野さんに感謝状
長年にわたる防犯活動や

交通安全活動、「いのちとこ

ころの授業」を通した青少年

の健全育成に功労のあった

倉
く ら の

野脩
しゅうお

生さん（84歳・吉田）に

九州管区警察局長感謝状が

贈られました。
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名
水
、
高
原
、
ヒ
ト
の
愛‌

竹
田
市
が
育
む
、
た
お
や
か
で
滋
味
深
い
作
物
た
ち
。

第
14
回（
最
終
回
）　

ト
マ
ト

竹
田
市
は
西
日
本
有
数
の
ト
マ
ト

の
生
産
地
。
特
に
荻
町
は
周
囲
を
祖

母
傾
山
系
、
く
じ
ゅ
う
連
山
に
囲
ま

れ
た
高
原
地
帯
で
、
夏
で
も
夜
に
な

る
と
20
℃
近
く
ま
で
気
温
が
下
が
る
。

こ
の
昼
夜
の
寒
暖
差
が
風
味
豊
か
な

ト
マ
ト
を
育
て
て
い
る
の
だ
。

　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
が
一
面
に
広
が
る

荻
町
恵
良
原
。
８
月
は
ト
マ
ト
の
収

穫
期
真
っ
只
中
だ
。

３
年
前
か
ら
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め

た
菅
隆り
ゅ
う
と
く

徳
さ
ん（
26
歳
）と
玄げ

ん
と
く徳

さ
ん

（
24
歳
）
兄
弟
の
ハ
ウ
ス
も
こ
こ
に
あ

る
。「
就
職
し
て
い
た
が
、
荻
に
帰
っ

て
農
業
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
が

強
か
っ
た
」
と
話
す
二
人
。
代
々
農
業

を
営
む
家
に
あ
っ
て
、
家
族
は
就
農

を
喜
ん
で
く
れ
た
と
い
う
。

栽
培
に
大
切
な
の
は
「
ト
マ
ト
の

声
を
聞
く
こ
と
」。
葉
の
色
や
大
き
さ
、

向
き
か
ら
、
与
え
る
肥
料
な
ど
を
判

断
す
る
祖
父
か
ら
は
、
今
も
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
隆
徳
さ
ん
は

「
同
じ
ハ
ウ
ス
で
も
端
と
端
で
土
の
成

分
が
異
な
る
。
成
分
分
析
に
よ
っ
て
、

そ
の
場
所
に
足
り
な
い
栄
養
を
補
う

こ
と
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ

た
」
と
話
す
。

こ
の
時
期
は
収
穫
か
ら
選
果
、
出
荷

ま
で
作
業
時
間
が
10
時
間
以
上
に
及

ぶ
。「
き
つ
い
け
ど
、
会
社
勤
め
よ
り
充

実
し
て
い
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
玄
徳

さ
ん
。「
兄
弟
で
相
談
し
な
が
ら
、
１
つ

の
方
向
性
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
二
人
な
ら
で
は
の
強
み
」。

荻
地
域
で
の
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ

「
あ
さ
つ
ゆ
の

会
」
も
二
人
に

と
っ
て
刺
激
に

な
っ
て
い
る
と

い
う
。「

地
域

全
体
で
、
農
作

物
の
生
産
量

を
増
や
そ
う

と
皆
熱
い
ん
で

す
」

来
年
は
ハ
ウ
ス
を
増
棟
し
、40
ア
ー

ル
ま
で
広
げ
る
と
い
う
。「
ト
マ
ト
栽

培
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
が
、
頑
張
っ

た
分
だ
け
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
の
は

嬉
し
い
。
も
う
か
る
農
業
が
一
番
だ

が
、
ト
マ
ト
に
注
ぐ
情
熱
は
誰
に
も

負
け
な
い
！
」
と
力
を
込
め
る
隆
徳

さ
ん
と
玄
徳
さ
ん
。

二
人
の
あ
ふ
れ
る
熱
意
は
、
ま
さ

に
ト
マ
ト
の
よ
う
な
「
情
熱
の
赤
」。

荻
の
豊
か
な
大
地
に
新
し
い
息
吹
を

吹
き
込
み
ま
す
。

　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

「
竹
田
う
ま
れ
」
で
は
、
竹
田
で
育

ま
れ
て
い
る
７
つ
の
作
物
を
、
栽
培

に
取
り
組
む
農
業
後
継
者
に
話
を
伺

い
、
ま
た
レ
シ
ピ
と
い
う
形
で
紹
介
。

名
水
、
高
原
、
ヒ
ト
の
愛
。
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
か
ぼ
す
、
サ
フ
ラ
ン
、
し

い
た
け
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
…
ど
れ
も
が
竹
田
で
生
ま
れ
、

竹
田
が
誇
る
個
性
豊
か
な
作
物
た
ち

な
の
だ
。

↑「反収上位を目標に栽培に取り組みたい」と
話す菅隆徳さん（左）と玄徳さん（右）兄弟

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

市では、平成27年度から国の特殊
自然災害対策施設緊急整備事業を活
用し、洗浄用機械の導入や被覆施設

（ビニールハウス）の整備等、降灰対
策事業に対して補助金を交付してい
ます。

一定の採択要件が定められていま
すので、希望される団体はお気軽に
お問い合わせください。
対象者　農家３者以上を含む団体
対象品目　野菜（根菜類を除く）、花
き等
補助割合　10分の８（但し、対象外と
なる内部設備等もあり）
受付期間　８月31日㈮まで
問竹田市農政課ブランド推進室
☎63-4805

火山活動による降灰に備えて

災害に強い農業を推進します
フ
ル
ー
ツ
み
た
い
！

竹田産乾し椎茸、
大好き！

↑もぎたてのスイートコーンをほおばる子ど
もたち

↑調理された椎茸を味わう児童たち

旬
を
迎
え
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
７
月
15
日
、

「
第
13
回
竹
田
市
と
う
き
び
フ
ェ
ス

タ
 in 
菅
生
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

収
穫
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は

も
ぎ
取
っ
た
ば
か
り
の
と
う
も
ろ
こ

し
に
か
ぶ
り
つ
き
、「
フ
ル
ー
ツ
み

た
い
に
甘
い
」
と
笑
顔
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

竹
田
産
乾
し
椎
茸
の
地
産
地
消

と
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
竹
田
市
椎

茸
生
産
振
興
会
（
佐
藤
公ひ
ろ
と
し紀

会
長
）

か
ら
、
市
内
小
中
学
校
18
校
の
学
校

給
食
に
乾
し
椎
茸
５
キ
ロ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
城
原
小
学
校
（
後
藤
修

一
郎
校
長
・
24
人
）で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
児
童
た
ち
は
椎
茸
が
刻
ま
れ
た

「
か
し
わ
汁
」
を
お
い
し
そ
う
に
口
に

運
ん
で
い
ま
し
た
。
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竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ ほか



2
・竹田温泉「花水月」休館日
・第35回子ども祭りinなおいり 　
　9:00～受付 9:30～開会式（直入
　公民館）

3
・第12回竹田市畜産共進会久住地
　域予選会 9:00～開会式（久住家
　畜総合センター）

4
・第26回ナイター陸上「2018ドリー
　ムゲームスinおぎ」 16:00～開会
　式（荻小学校グラウンド）
・七夕子ども夜市 17:00-20:00（本町
　マルショク駐車場横）※雨天時は
　５日に順延

こ

9
・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・久住夏越祭り（御日） 19:50-22:00
　頃 本山車（久住町商店街）
・TAOの夏フェス（～26日㈰まで開
　催）TAOの里（くじゅう花公園近く）

10
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）

11 山の日
・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「夏
　の黒岩山・上泉水山」 7:00までに市役所駐
　車場集合 ☎62-4100（竹田創生館）※参加
　料1000円
・第３回「くじゅうの山」絵画コンクール表彰式 
　10:00～（竹田市久住支所３階「久住高原美
　術館」）
・国民文化祭プレイベント～城下町市場～ 
　11:30-17:00（御客屋敷、十六羅漢周辺）※農
　産物販売やフリーマーケット、フードブー
　ス・ドリンクバーの出店やトークイベント
　を開催

16
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県行政書士会無料相談会　
　13:00-16:00（ 大分県行政書士会
　〔大分市〕） ☎097-537-7089（大
　分県行政書士会事務局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
　支所） ☎63-3346（竹田市心の相
　談支援事業所）※要予約（相談日
　の前日午前中まで）

17
・第39回トマト愛の定期便
　9:00～（大分県農業協同組合豊肥
　事業部荻野菜集出荷場）
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せり
　開始（豊後豊肥家畜市場）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）

18

23
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり開始（豊後豊
　肥家畜市場）

・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分県
　豊肥振興局） ☎63-1171（豊肥振興局）※要予約
・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社会福祉
　センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セン
　ター） ☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
　※要予約（相談日の前日午前中まで）

・精神保健福祉相談 14:00-16:00（大分県豊肥保
　健所） ☎0974-22-0162（豊肥保健所）※要予約

24
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）

25
・平成30年度久住文化協会発表会 
　13:00～（久住公民館くじゅうサ
　ンホール） ☎76-0717（久住文化
　協会事務局）※入場無料
・第11回奥豊後の踊りを楽しむ夕
　べ 17:00～（荻福祉健康エリア「健
　康広場」）

30
・竹田温泉「花水月」休館日
・【納期限】市県民税（２期）、国民
健康保険税（５期）、介護保険料・
後期高齢者医療保険料（２期）

31
・第12回竹田市畜産共進会 8:30～
　開会式（久住家畜総合センター）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）

よりそいカフェに参加しませんか

【竹田】

・８月３日・17日㈮ 13：30-15：30
　古町商栄会

【荻】

・８月21日・28日㈫ 13：00-15：00
　荻「しらみず」

【久住】

・８月７日㈫ 13：00-15：00
　久住「りんどう」
★８月22日㈬ 13：00-15：00
　白丹温泉館

【直入】

・８月３日・24日㈮ 13：00-15：00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・８月23日・30日㈭ 13：00-15：00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・８月８日㈬ 13：00-15：00
　入田分館
・８月22日㈬ 13：00-15：00
　嫗岳分館
・８月28日㈫ 13：00-15：00
　宮砥分館

【都野】

★８月１日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・８月18日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療セン
ターによる認知症予防講座を開
催します。

よりそいカフェは認知症の人やそ
の家族、地域の住民らが気軽に交
流できる場所です。

地区巡回健診日程

８月 ２日㈭

竹田市総合

社会福祉センター

８月 ６日㈪

８月 ７日㈫

８月 ８日㈬

８月26日㈰

※受付時間はいずれも午前８時～10時

【行政なんでも相談所】

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

８月16日㈭
10：00

～12：00

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間

学校における「いじめ」や体罰、

児童虐待など、ひとりで悩まず、お

話を聞かせてください。秘密は守り

ます。

日時　８月29日㈬～９月４日㈫

　　　平　日　午前８時30分～午後７時

　　　土・日　午前10時～午後５時

相談番号　0120-007-110（全国共通・無料）　

※ＩＰ電話からは接続できません。

※ＩＰ電話の方は、大分地方法務局人権擁護課にお掛けく

ださい。

問大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368
※大分地方法務局では、平日午前８時30分から午後５時

15分まで、「子どもの人権110番」相談専用電話（0120-
007-110）により、常時相談に応じていますので、お気軽に

ご相談ください。

広報たけた平成 30 年 8 月号 14

８月

木 THU 金 FRI 土 SAT 2018年（平成30年）

　 こ よ み

大分県司法書士会では８月を「夏版！相続登記はお済みですか月間」に定め、無料相談を行っています。
問大分県司法書士会事務局　☎ 097-532-7579



1
・第８回竹田市農業委員会総会 　
　13:30～（市役所本庁3階会議室5）

5
・第14回市民球技大会
　軟式野球 8:15～（竹田市民球場・飛田川
　野球場）/ソフトボール 8:30～（竹田市総
　合運動公園多目的広場）/混合ミニバレ
　ーボール 8:30～（竹田中学校体育館）/卓
　球 8:30～（豊岡小学校体育　館）/ゲート
　ボール 8:30～（久住総合運動公園すぱー
　く久住）/ソフトテニス 8:30～（竹田市総
　合運動公園テニスコート）/バドミント
　ン 8:30～（竹田南部中学校体育館）/グラ
　ウンドゴルフ 8:30～（荻福祉健康エリア）

6
・荻の里温泉休館日

7
・おはなしひろば‌10:30-11:00（竹田
　市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30　
　（直入支所） ☎63-3346（竹田市
　心の相談支援事業所）※要予約
　（相談日の前日午前中まで）

8
・久住夏越祭り（前夜祭）‌15:00～子
　ども山車（久住町商店街）20:00～
　夜渡太鼓（久住神社境内）

12 13 14
・おはなしひろば‌10:30-11:00（竹田
　市立図書館おはなしひろば）
・第15回小松明祭り
　19:00～一斉点火（宮城地区古園・
　上坂田・刈小野・阿鹿野大橋一帯） 
　☎66-2014（宮城地区観光振興計
　画推進委員会〈宮城分館〉）

15
・年金相談[完全予約制]
　10:00-15:00（ 竹田市高齢者いき
　いき交流センター） ☎097-552-
　1211（日本年金機構大分年金事
　務所）
・精霊流し 19:00-20:00（JR 豊後竹
　田駅前稲葉川河川敷） ☎63-3161
　（竹田市まちづくり実行委員会〈竹
　田商工会議所内〉）

19
・第30回大分県消防操法大会
　9:00～（大分県消防学校）※小型
　ポンプ操法の部は直入方面隊第
　１分団第３部、ポンプ車の部は
　直入方面隊第１分団第４部が出
　場

20
・荻の里温泉休館日

21
・荻の里温泉休館日
・奥豊後の石造物を訪ねる旅「清川
　の石橋・菅尾と犬飼の石仏」 8:30ま
　でに市役所駐車場集合 ☎62-4100
　（竹田創生館）※参加料1000円
・おはなしひろば‌10:30-11:00（竹田
　市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市
　直入B&G海洋センター） ☎75-3688
　（竹田市保険健康課温泉利用相談室）

22
・１歳６か月健診 13:00～受付（竹田
　市総合社会福祉センター）
・第14回人権を守る市民の集い 　
　13:30～（久住公民館くじゅうサンホ
　ール）
・竹田市民劇団おごめん第１回旗揚
　げ公演「商店街はてんやわんや!」
　19:00～開場 19:30～開演（竹田市古
　町小林米穀店米蔵跡「キリシタンホ
　ール」）※入場料（前売り）一般1000円、
　高校生以下500円

26
・第12回なおいりスポーツ祭
　9:00～開会式（直入総合運動公
　園・竹田市直入 B&G 海洋センタ
　ー体育館）
・夏休み親子防災教室「地震の模
　擬体験」 9:00までに竹田分館集
　合 ☎62-4100（竹田創生館）※参
　加料１家族300円

27 28
・おはなしひろば‌10:30-11:00（竹田
　市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市
　直入B&G海洋センター） ☎75-3688
　（竹田市保険健康課温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（竹田市総合社会福祉センター）
　☎63-3346（竹田市心の相談支援
　事業所）※要予約（相談日の前日午
　前中まで）

29
・もぐもぐ教室（５～６か月児）
　9:30～受付（竹田市総合社会福祉セ
　ンター）
・第71回大分県民体育大会結団式
　18:30～（竹田市総合社会福祉セン
　ター）
・竹田市民劇団おごめん第１回旗揚
　げ公演「商店街はてんやわんや！」
　19:00～開場 19:30～開演（竹田市古
　町小林米穀店米蔵跡「キリシタンホ
　ール」）※入場料（前売り）一般1000円、
　高校生以下500円

　
　
　

月
間
・
そ
の
他

○北方領土返還運動全国強調

月間

○食品衛生月間

○電気使用安全月間

○道路ふれあい月間

○水の週間（８/１～７）

○道路防災週間（８/25～31）

○夏の省エネキャンペーン

　（～９/30）

○自然に親しむ運動（～８/20）

９月上旬の主な予定　※7月24日現在

‌１日㈯‌・第39回竹田混声合唱団定期演奏会
‌ ‌ 14:00～開演（久住公民館くじゅうサンホール）

  ☎090-9570-9222（吉田） ※入場料は高校生以上500円

‌１日㈯・２日㈰　・第71回大分県民体育大会選考開催（大分市他）

‌７日㈮～10日㈪　・第71回大分県民体育大会主日程（佐伯市他）

‌５日㈬‌・竹田市民劇団おごめん第１回旗揚げ公演「商店街はてんやわんや!」
‌ ‌ 19:00～開場 19:30～開演

  （竹田市古町小林米穀店米蔵跡「キリシタンホール」）

  ※入場料（前売り）一般1000円、高校生以下500円

「個人事業税」第1期分の
納期限は８月31日㈮です

忘れずに納めましょう。納税

には、便利な口座振替の制度

があります。詳しくは、県税事務

所にお問い合わせください。

問大分県豊後大野県税事務所

☎0974-22-7501

「出張ハローワーク！ひとり親全力サポートキャンペーン」

ハローワーク豊後大野では、市役所内に臨時相談窓口を設置し、ひとり親の就労支援を

行う「出張ハローワーク！ひとり親全力サポートキャンペーン」を行います。

日時　８月９日㈭・22日㈬　午前10時30分～午後３時

場所　市役所本庁３階会議室１

内容　⑴履歴書、職務経歴書の作成　⑵面接の受け方等アドバイス

　　　⑶求人情報の提供　⑷個別担当制による職業相談・職業紹介等

問ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

第３回「くじゅうの山」絵画コンクー
ルの作品を展示します
期間　８月１日㈬～９月28日㈮ 

　　　 8:30-17:00 ※土・日も開館

場所　竹田市久住支所３階

　　　久住高原美術館
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 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日
の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



  

補
助
金

平
成
30
年
度‌‌

敬
老
会
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
の
長
寿
を
祝
い
、
地
域
住
民
と

の
交
流
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
敬
老
会

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
敬
老
行
事

を
行
う
自
治
会
や
地
区
社
協
等
の
団

体
は
、
次
に
よ
り
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
請
期
間　

10
月
31
日
㈬

申
請
書
類　

竹
田
地
域
は
各
地
区
分

館
に
、
荻
・
久
住
・
直
入
地
域
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額　

70
歳
以
上
の
方
、
１
人

に
つ
き
８
０
０
円

▪申
　

・
問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課　

☎

63-
４
８
０
９
／
荻
支
所
地
域
振

興
課　

☎
68-
２
２
１
１
／
久
住
支

所
地
域
振
興
課　

☎
76-

１
１
１
１

／
直
入
支
所
地
域
振
興
課　

☎
75-

２
２
１
１

地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助

金
で
、
元
気
な
地
域
づ
く
り

事
業
を
応
援
し
ま
す

地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
立

ち
上
げ
や
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
な

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
２
つ
の
事

業
で
支
援
し
ま
す
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

○
対
象
事
業　

地
域
資
源
等
を
活
用

し
た
活
力
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
行
う
本
格
的
な

事
業
実
施
前
の
調
査
研
究
、
試
行
等

○
補
助
対
象
経
費　

対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
で
、
人
件
費（
経
常
的
な
も

の
）、
設
備
費
、
備
品
購
入
費
及
び
用

地
取
得
費
等
を
除
く
経
費

○
補
助
率（
補
助
限
度
額
）　

４
分
の

３
以
内（
２
百
万
円
）

◆
地
域
創
生
事
業

○
対
象
事
業　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
行
う
地
域
創
生
に
資
す
る
地

域
の
活
力
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み○
補
助
対
象
経
費　

対
象
事
業
に
要

す
る
経
費
で
、
人
件
費
な
ど
の
事
務

的
・
管
理
的
経
費
及
び
用
地
取
得
費

等
を
除
く
経
費

○
補
助
率（
補
助
限
度
額
）　

２
分
の

１
以
内（
原
則
３
千
万
円
）

▪申
　

・
問
大
分
県
豊
肥
振
興
局
地
域
振

興
部　

☎
63-

１
２
９
１

  

公　

募

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
に
お
け

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
で
は
施
設

の
有
効
活
用
を
目
的
に
、「
健
康
増

進
」
ま
た
は
「
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
」

に
関
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

使
用
場
所　

竹
田
市
大
字
会
々
２
２
５
０

番
地
1　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
１
階

か
ぼ
す
の
間（
た
た
み
10
畳
和
室
）

※
原
則
、
現
状
で
の
貸
し
出
し
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

使
用
期
間　

９
月
１
日
㈯
～
平
成
31

年
３
月
31
日
㈰（
７
か
月
間
）

※
期
間
満
了
後
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

別
途
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ユネスコエコパーク登録１周年
記念「祖母トレッキング」

耐震診断が必要かどうか気になっている方へ

耐震アドバイザー派遣　派遣費用は 無料！　※大分県が全額を負担します。

昨年６月にユネスコエコパークに登録
された「祖母・傾・大崩山系」。その登録１
周年を記念して祖母山麓トレッキングコー
スを歩く「祖母トレッキング」を開催しま
す。
期日　８月11日㈯ ※雨天中止
時間　午前８時までに緒環集合
　　　８時30分～トレッキングスタート（一
　　　合目駐車場）
コース　①初級コース…五合目まで（所要
時間約２時間）　②上級コース…神掛岩ま
で（所要時間約４時間）
参加費　１千円（保険料込み）※小学生は
保護者が必ず同伴してください。
申込方法　住所・氏名・生年月日・連絡先・
希望コースを記入のうえ、FAXにてお申し
込みください。
申込締切　８月９日㈭ 午後３時まで

▪申　・問神の里交流センター緒
おだまき

環
☎67-2288／FAX‌67-2289

対象は昭和56年5月以前（旧耐震基準）に着工された木造住宅です。

建築士がお宅に訪問し、簡単な診断を行い、耐震に関する相談などに応じます。

※対象住宅内におけるコンクリートブロック塀に関する相談も可能です。

　（ブロック塀のみの相談には派遣できません）

▪申　・問 大分県建築士事務所協会　☎097-537-7600

たけたん

インフォ
8がつ

↑整備された祖母山麓のトレッキングコースを歩いてみま
せんか？
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申
込
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
税
の
納
税

（
完
納
）
証
明
書
と
暴
力
団
等
で
な
い

こ
と
の
誓
約
書
を
添
え
て
、
竹
田
市

商
工
観
光
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
商
工
観
光
課

及
び
各
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。

※
施
設
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

使
用
料　

所
定
の
使
用
料
が
必
要

選
考　

書
類
審
査
に
よ
る
選
考
と
し

ま
す
。
選
考
の
結
果
、
合
格
者
が
複

数
と
な
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

公営住宅の入居者を募集します

１．公営住宅（20戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田

玉来第 1 団地 1 単身可

玉来第 2 団地 3 単身可

県営玉来住宅 １ ※詳しくはセンターへ
お問い合わせください県営下矢倉住宅 ３

県営豊岡住宅 3 単身可

荻
桜住宅（3 階建） 5 世帯

栄住宅 1 世帯

久住
桐迫住宅 １ 単身可

さくら住宅 1 35 歳以下の単身

直入 芹川住宅 1 世帯

２．特定公共賃貸住宅（５戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
七里第 2 団地 A 棟 1 世帯

七里第 2 団地 B 棟 ４ 35 歳以下の単身

■申込方法
　竹田市住宅管理センター（市役所建設課横）

または各支所地域振興課に備え付けの入居申込

書に必要事項を記入のうえ、提出してください。

募集期間　８月６日㈪～ 14 日㈫  ※土・日を除く
抽選日　８月17日㈮ 午前10時～（市役所）
入居指定日　９月16日㈰または10月１日㈪
　　　　（県営は10月１日㈪）
※次回の募集月は11月です。詳細は大分県住宅供
給公社のホームページをご覧ください。
問竹田市住宅管理センター　☎63-4400

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
使
用
者
に
本

市
の
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
や
、

暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
も
し
く
は

暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
者

で
な
い
こ
と
も
選
考
基
準
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
商
工
観
光
課 

☎
63-

４
８
０
７

竹
田
市
営
墓
地
（
芝
原
墓
地
）

空
き
区
画
の
利
用
者
を
公
募

し
ま
す

所
在
地　

竹
田
市
大
字
竹
田
字
芝
原

５
４
７
番
地

公
募
区
画
数　

１
区
画（
３
・
０
メ
ー

ト
ル
×
３
・
０
メ
ー
ト
ル
）

永
代
使
用
料　

23
万
1
千
円

応
募
要
件　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人（
事
業
者
は
除
く
）

申
込
期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
竹
田
市
市
民
課
環
境
衛
生
係

☎
63-

４
８
２
１

‌‌

年　

金

国
民
年
金
を
増
や
す
た
め
の

任
意
加
入
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
や
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
、
そ
の
期

間
に
応
じ
て
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
本
人
の
申
出
に

よ
り
「
60
歳
以
上
65
歳
未
満
」
の
５

年
間（
納
付
月
数
４
８
０
月
ま
で
）国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
任
意

加
入
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用

い
た
だ
け
る
方
は
次
の
①
～
④
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
（
年
金
の

受
給
資
格
期
間
10
年
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
は
70
歳
未
満
の
方

ま
で
）

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保

険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月

（
40
年
）未
満
の
方

④
現
在
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
方

問
日
本
年
金
機
構
大
分
年
金
事
務
所

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

‌‌

消
費
者
行
政

銀
行
窓
口
で
の
保
険
契
約
に

注
意

・
定
期
預
金
が
満
期
に
な
っ
た
の
で

銀
行
に
行
っ
た
ら
変
額
終
身
保
険
の

契
約
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

・
銀
行
に
勧
め
ら
れ
た
保
険
を
解
約

し
よ
う
と
し
た
ら
損
失
が
出
る
と
言

わ
れ
た
。

番号 面積（㎡） 価格（円）

① 290.85 8,056,000

② 302.32 8,797,000

③ 303.75 8,839,000
※面積は計画面積です。
　確定測量を行いますので、面積に差異が生じることがあります。

住宅地の分譲申込受付を開始します

ニュータウン七里南地区３区画の分譲申込受付
を開始します。
受付期間　８月１日㈬～15日㈬
申込方法　分譲申込書を竹田市土地開発公社窓
口に提出してください。
※申込書、分譲要項は公社事務局に用意していま
す。公社ホームページからもダウンロードできます。
※申し込み多数の場合は抽選
抽選会日時　８月17日㈮ 午後７時～（竹田市役所
会議室）
問竹田市土地開発公社（竹田市建設課内）
☎63-1111（内線256）／FAX‌63-3948

①

②

③

竹
田
市
役
所

竹
田
小
学
校

竹
田
幼
稚
園

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
七
里
南
地
区

竹田
クリ
ニッ
ク

竹田
クリ
ニッ
ク

竹田
保育
所

竹田
保育
所

市
営
住
宅

市
営
住
宅

分譲地
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・
元
本
保
証
と
勧
め
ら
れ
年
金
保
険

を
契
約
し
た
が
、
満
期
時
に
元
本
割

れ
し
た
。

・
外
貨
建
て
終
身
保
険
契
約
を
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
ら
、
為
替
差
損
が

発
生
す
る
と
言
わ
れ
た
。

２
０
０
７
年
に
保
険
商
品
の
銀
行

窓
口
販
売
が
全
面
的
に
解
禁
さ
れ
て

か
ら
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
保
険

の
銀
行
窓
口
販
売
で
の
契
約
時
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
の
銀
行
窓
口
販
売
に
お
い
て

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
契
約
は
一
人
で
行
わ
ず
、
内
容
が

分
か
ら
な
け
れ
ば
契
約
し
な
い
。

・
契
約
時
だ
け
で
な
く
契
約
後
に
も

書
類
の
確
認
を
し
っ
か
り
す
る
。

・
一
人
で
悩
ま
ず
に
家
族
や
周
囲
の

方
に
相
談
す
る
。

問
竹
田
市
市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
）☎
63-

４
８
３
４　

午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金

の
平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

‌‌

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

全
国
各
地
で
、
還
付
金
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
・
日
本

年
金
機
構
・
市
町
村
・
広
域
連
合
の
職

員
等
を
装
い
、「
年
金
の
払
い
戻
し
が

あ
る
」「
医
療
費
の
戻
り
が
あ
る
」
な

ど
と
言
わ
れ
、
高
齢
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
等
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
り
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
口
座
か
ら
現
金

を
引
き
出
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ
た

時
に
は
、
す
ぐ
に
お
住
ま
い
の
市
町

村
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）を
ご
存
じ
で
す
か
？

先
発
医
薬
品（
新
薬
）の
開
発
に
は
、

長
い
年
月
と
莫
大
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
一
定
期
間
、
特
許
で

守
ら
れ
、
値
段
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

そ
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
先
発
医
薬
品
と
同
一
の
有
効
成
分
、

同
等
の
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品

で
、
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
低
価
格

で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
診
察
の
時
に
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

訪
問
健
康
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す専

門
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
健
康

相
談
員
（
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理
栄

養
士
の
い
ず
れ
か
）が
、
後
期
高
齢
者

の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
健
康
管
理
や

日
常
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
に
あ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
相

談
を
行
う
「
訪
問
健
康
相
談
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
ご
案

内
を
お
届
け
し
、
訪
問
日
時
を
調
整

す
る
た
め
ご
連
絡
し
ま
す
。

対
象
者　

後
期
高
齢
者
で
ご
案
内
が

届
い
た
方

実
施
時
期　

来
年
２
月
ま
で（
予
定
）

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
０
９
７-

５
３
４-

１
７
７
１

（
代
表
）／
竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・

高
齢
者
医
療
係　

☎
63-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

‌‌

児
童
扶
養
手
当
等

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
等
の
提
出

を
忘
れ
ず
に

８
月
は
現
況
届
並
び
に
所
得
状
況

届
出
の
月
で
す
。
８
月
分
以
降
の
手

当
の
受
給
要
件
を
確
認
す
る
た
め
、

通
知
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

必
ず
期
限
内
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

‌

児
童
扶
養
手
当‌

児
童
を
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
開
始

月
か
ら
５
年
ま
た
は
支
給
要
件
に
該

当
し
た
月
か
ら
７
年
を
経
過
す
る
ま

で
の
間
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で

す
。

区　　分 全額支給される人 一部支給される人

児童１人のとき 月　額　42,500 円 月　額
　42,490 円～

　　　10,030 円

児童２人のとき 加算額　10,040 円 加算額
　10,030 円～

　　　  5,020 円

児童３人以上のとき 加算額　6,020 円 加算額
　  6,010 円～

　　      3,010 円

平成30年４月分以降の手当額

※一部支給は受給者の所得額に応じて、10円きざみ

広報たけた平成 30 年 8 月号 18



‌

特
別
児
童
扶
養
手
当‌

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
監

護
す
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
は
、
重
度
障
が
い
児（
１

級
）の
場
合
、
児
童
１
人
に
つ
き
月
額

5
万
１
７
０
０
円
、
中
度
障
が
い
児

（
２
級
）
の
場
合
、
児
童
１
人
に
つ
き

月
額
３
万
４
４
３
０
円
で
す
。

受
給
要
件
、
手
当
等
の
詳
細
は
竹

田
市
社
会
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
を

助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
そ
の
児
童

を
対
象
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
ま
す
。

受
給
資
格
者
は
、
離
婚
、
死
別
等

で
配
偶
者
の
い
な
い
人
で
、
現
に
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
監
護

し
て
い
る
人
で
す
。
た
だ
し
、
請
求

者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
等
の
前
年

の
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
、

そ
の
年
度
（
12
月
か
ら
翌
年
の
11
月

ま
で
）
は
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
所
得
限
度
額
は
児
童
扶

養
手
当
の
限
度
額
と
同
じ
で
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係　

☎
63-
１
１
１
１（
内
線
１
５
７
）

‌‌

募　

集

今
年
も
「
ひ
ま
わ
り
号
」
を
運

行
し
ま
す

「
電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
て
旅
を
し

た
い
」
と
い
う
障
が
い
を
持
つ
方
々

の
思
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、「
竹

田
市
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
会
」

で
は
、
年
1
回
バ
ス
旅
行
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
阿
蘇
・
猿
ま

わ
し
劇
場
で
楽
し
む
一
日
」
を
テ
ー

マ
に
「
ひ
ま
わ
り
号
」
を
運
行
し
ま

す
。

日
時　

10
月
14
日
㈰　

午
前
８
時
30

分
出
発　

午
後
５
時
帰
着
予
定

目
的
地　

熊
本
県
阿
蘇
市

募
集
人
数　

利
用
者
40
人
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
50
人
の
合
わ
せ
て
90
人

参
加
費　

大
人
３
千
円　

高
校
生
以

下
１
千
円

申
込
締
切　

９
月
10
日
㈪　

※
定
員

に
達
し
次
第
締
切

▪申
　

・
問
第
14
回
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号

を
走
ら
せ
る
会　

☎
63-

１
４
６
４

（
佐
藤
）／
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
63-

１
５
４
４（
担
当
・
後
藤
）

北
原
白
秋
先
生
の
故
郷
柳
川

で
、
詩
を
朗
読
し
て
み
ま
せ

ん
か詩

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
国
民
的
詩

人
の
北
原
白
秋
先
生
を
偲
ん
で
、
故

郷
柳
川
市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
白
秋

祭
」
へ
の
献
詩
を
募
集
し
ま
す
。

形
式　

自
由
詩
（
字
数
、
内
容
等
に

制
限
な
し
。
た
だ
し
、
未
発
表
の
自

作
の
作
品
に
限
る
）

応
募
方
法　

Ｂ
４
判
４
０
０
字
詰
原

稿
用
紙
を
使
用
。
１
人
に
つ
き
２
点

ま
で
応
募
可
能
。

応
募
部
門　

小
学
生
の
部
／
中
学
生

の
部
／
高
校
生
・
一
般
の
部

募
集
締
切　

９
月
５
日
㈬
必
着

▪申
　

・
問
柳
川
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課（
〒
８
３
２-

８
５
５
５　

柳
川

市
三
橋
町
正
行
４
３
１
）

☎
０
９
４
４-

77-

８
８
６
３

‌‌

講
演
会
等

若
年
性
認
知
症
と
向
き
合
う

子
ど
も
世
代
の
講
演
会
＆
つ

ど
い県

で
は
、
認
知
症
の
親
の
介
護
を

担
う
若
い
家
族
に
関
す
る
相
談
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
若

年
性
認
知
症
の
本
人
及
び
家
族
の
支

狩猟免許試験（網猟・わな猟）

狩猟免許更新

安全衛生推進者養成講習

初心者狩猟講習会

猪、鹿、狸等を狩猟・捕獲する方は、狩猟
免許及び捕獲許可が必要です。今年度は狩
猟者の確保・育成を図るため、手数料が無
料となっています。
試験日　９月15日㈯
時間　午前９時～午後５時
場所　大分県竹田総合庁舎（豊肥振興局）
　　　３階大会議室
受付期間　８月20日㈪～９月４日㈫

対象者　平成27年度に狩猟免許を取得した方
更新検査日
①９月５日㈬
場所　くじゅうサンホール（久住公民館）
②９月６日㈭
場所　豊後大野市神楽会館（清川町）
③９月７日㈮
場所　豊後大野市神楽会館（清川町）
時間　午前９時～午後５時
受付期間　８月１日㈬～17日㈮
▪申　・問大分県豊肥振興局森林管理班
☎63-1174

日時　９月13日㈭  午前８時50分～午後５時
　　　　   14日㈮   午前８時50分～正午
場所　豊後大野市役所２階（中央公民館）
受講料　10,800円とテキスト代1,404円
※10人以下の場合は中止
▪申　・問（一社）大分県労働基準協会豊後大野
支部
☎0974-26-4115／FAX‌0974-26-4146

狩猟免許の取得を希望する方は必ず受
講してください。
◇わな猟
日時　９月24日㈪  午前10時～午後４時30分
場所　大分県林業会館新館３階
　　　（大分市大字古国府1337-20）
◇第一種銃猟・第二種銃猟
日時　９月29日㈯・30日㈰
　　　午前10時～午後４時30分
場所　大分県猟友会会議室
　　　（大分市顕徳町2-6-13）
受講内容　法令・鳥獣・猟具に関する知識、実技
受講料　わな猟は８千円／第一種銃猟、第
二種銃猟、第一種銃猟及び第二種銃猟は
各々１万２千円／わな猟及び第一種銃猟、
わな猟及び第二種銃猟、わな猟及び第一種
銃猟並びに第二種銃猟は各々２万円
受付期間　８月27日㈪～９月７日㈮
▪申　・問竹田市猟友会（竹田市大字吉田331-1
　東建設㈲事務所内） ☎62-3434
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援
を
先
駆
的
に
実
施
し
て
い
る
講
師

を
迎
え
、
講
演
会
＆
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

９
月
１
日
㈯　

午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所　

大
分
県
庁
舎
新
館
14
階　

大
会
議
室

参
加
料　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
が

必
要
）

▪申
　

・
問
大
分
県
福
祉
保
健
部
高
齢
者

福
祉
課　

☎
０
９
７-

５
０
６-

２
６
９
５

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し

た
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

日
時　

９
月
６
日
㈭　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大
字

玉
沢
９
０
８
番
地
）

参
加
料　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
が

必
要
）

申
込
締
切　

８
月
30
日
㈭

▪申
　

・
問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
４
１-

６
２
９
０

‌‌

環
境
省
よ
り
お
知
ら
せ

未
登
録
の
象
牙
を
売
る
こ
と

は
違
法
で
す

環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象
牙

の
在
庫
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
違
法

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
さ
れ
て

い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り
あ
げ
た
り

す
る
の
は
違
法
で
す
。
未
登
録
の
象

牙
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
全
形
を
保
持
し
た

象
牙
の
み
が
登
録
対
象
。
印
鑑
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
象
牙
製
品
は
登
録

対
象
外
）

※
所
有
者
死
亡
に
よ
る
近
親
者
へ
の

相
続
は
違
法
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
そ
の
後
販
売
等
を
す
る
場
合
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希
少
野
生

動
植
物
種
の
登
録
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
２
０
１
９
年
６
月
頃
よ
り
、

象
牙
を
含
む
国
際
希
少
野
生
動
植
物

種
の
規
制
を
さ
ら
に
厳
し
く
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局　

☎
０
３-

６
６
５
９-

４
６
６
０

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

大分県奨学会高等学校等予約奨学生募集

平成31年４月に高等学校及び高等専門学校、
専修学校高等課程への進学を希望している方を
対象に予約奨学生を募集します。
募集期間　９月中旬まで（在学する中学校を通じ
て行います）
貸与期間　平成31年４月から在学する学校の正
　　　　　規の標準修業年限の終わる月まで
貸与額　　月額が選択できます。（奨学金は卒業
　　　　　後返還）

▪申　・問

（公財）大分県奨学会
☎097-506-5620

国・公立 私　立

自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

18,000 23,000 30,000 35,000

14,000 18,000 23,000 27,000

  9,000 12,000 15,000 18,000

貸与額

国・公立   50,000

私　立 100,000

今年の竹田市民チケットは、

８/９〜25まで
期間中いつでも
使える自由券!

※22日㈬は休演、24日㈮は貸切の為、一般の入場はできません。※ペット同伴不可、飲食物持込不可となります。

◎お電話でのお問い合わせ‌‌TEL 0974-63-1133
TAOショップ（TAO 文化振興財団）
[受付時間  9:30～18:00 木曜定休 ]

大　人 6,000円 → 5,000円

小学生 3,000円 → 2,500円
市民限定
チケット

※最終日（26日）は期日指定券が必要です。竹田市民チケットでは入場できません。

※チケットは、ＴＡＯ文化振興財団、竹田市観光ツーリズム協会、竹田
　観光案内所、竹田市役所各支所、くじゅう花公園で取り扱い。

〈高等学校等奨学金〉　　　　　　　　‌（月額：円）

〈入学支度金〉　　　‌（円）
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小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

８／ ４㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

８／ ５㈰ 豊後大野市民病院

８ ／11㈯ みやわき小児科

８ ／12㈰ 豊後大野市民病院

８ ／18㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

８ ／19㈰ みやわき小児科

８ ／25㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

８ ／26㈰ 豊後大野市民病院

９／ １㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

９／ ２㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／ 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる
場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署
（☎63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの

場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。
なお、毎月の当番表については、大分県豊肥保健所のホームペー
ジのお知らせ欄にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

８／ ５㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

８／11㈯ ふじさわ歯科医院 ☎ 64-1118

８／12㈰ 竹下歯科医院 ☎ 62-2662

８／19㈰ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

８／26㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページ
　でも確認することができます。

‌休診のお知らせ

盆休みのため、みやわき小児科と竹田市立こども診療所は13～
15日、三重東クリニックは11～13日を休診します。

休日及び夜間の在宅当番医院

8 月の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

 1㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 17㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

 2㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 18㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

 3㈮ 伊藤医院 ☎75-2222 19㈰ 大久保病院 ☎64-7777

 4㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 20㈪ 道全内科 ☎63-2270

 5㈰ 大久保病院 ☎64-7777 21㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006

 6㈪ 道全内科 ☎63-2270 22㈬ 志賀内科 ☎63-2083

 7㈫ 志賀内科 ☎63-2083 23㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

 8㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 24㈮ 柚須医院 ☎63-2016

 9㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 25㈯ 大久保病院 ☎64-7777

10㈮ 柚須医院 ☎63-2016 26㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

11㈯ 大久保病院 ☎64-7777 27㈪ 道全内科 ☎63-2270

12㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 28㈫ 志賀内科 ☎63-2083

13㈪ 大久保病院 ☎64-7777 29㈬ 秦医院 ☎63-2246

14㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈭ 伊藤医院 ☎75-2222

15㈬ 大久保病院 ☎64-7777 31㈮ 安西皮膚科 ☎63-3232

16㈭ 道全内科 ☎63-2270

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら
うようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前
に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧いた
だくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。
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Challenge!! 　～挑戦しよう　この街、この故郷で～

竹田市では、平成30年度竹田市職員採用試験を行うにあたり、新卒者から職種によっては民間企業や公務員とし
て培われてきた経験値（コミュニケーション能力、柔軟な企画力、主体性のある実践力、レジリエンス力等）を持っ
た年齢層まで広く募集する予定です。（※U I J ターン歓迎します）

今回の採用試験の募集職種については次のとおりです。なお、受験年齢や採用人数を含めた正式な採用試験案内・
申込書については、改めて竹田市公式ホームページ等でお知らせします。

※上記内容が変更になる場合があります。詳しくは竹田市公式ホームページ「平成30年度竹田市職員採用試験案内」
　でご確認ください。（募集案内は８月からの予定です）

問竹田市役所総務課職員係　☎0974-63-1111（内線218）

平成30年度 竹田市職員採用試験募集職種の概要

№ 試験職種 受験資格

1 事務職（障がい者含む） ①高等学校卒業程度の学力を有する人

2 総合土木
①高等学校卒業程度の学力を有する人
②土木または農業土木の専門知識・技能を有する人

3 保健師
①保健師免許を有する人
　（平成 31 年５月 31 日までに資格取得見込みの人を含む）

4 保育士・幼稚園教諭

※次の①・②両方の資格を有する人
①保育士資格を有する人
　（平成 31 年３月 31 日までに資格取得見込みの人を含む）
②幼稚園教諭一種、二種もしくは専修免許状を有する人
　（平成 31 年３月 31 日までに資格取得見込みの人を含む）
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究
員
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械
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８
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付
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０
６-

５
２
２
２
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「地元で働いてみませんか？」

求人情報

①山林作業員 １人 17.6万円

②家畜車の運転手 １人 21～30万円

③大型運転手 １人 20.3万円

④事務・販売員 １人 14万円

⑤トマト収穫作業員 １人 15.6万円

⑥生活・就労支援員 ２人 21万円

⑦集荷と営業 １人 14.1～15.6万円

⑧作業員 ２人 15.4～17.6万円

⑨一般事務 １人 14～16万円

⑩幼稚園教諭 １人 15～16万円

⑪フロア業務全般 １人 15～20万円

⑫製造スタッフ １人 16～23万円

[パート求人]（時給）
⑬ホール接客 １人 900～950円

⑭ケアワーカー １人 800～1500円

⑮農作業 ２人 1000円

⑯食品加工・配達・販売員 １人 750～800円

⑰世話人 １人 800円

⑱調理員 １人 770円

⑲銀行業務 １人 750～950円

⑳保安員 １人 880～1000円

㉑ 食品製造 １人 740～800円

㉒ 客室清掃担当 ３人 737～750円

㉓ 自動車整備士 １人 1200円

㉔ 配車係 １人 737円

問竹田市ふるさとハローワーク
☎ 63-1101‌
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平成30年8月　岡の里ふるさとＵターン情報
事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）

株式会社Y'S サービス 交通警備業、ビルメンテナンス 交通警備員 10 13.8～14.4万円 原付以上

社会福祉法人　豊和会
特別養護老人ホーム　久住荘

社会福祉事業及び介護保険事業
介護職員 2 14.7万円

看護職員 1 17.1～21.7万円 正看護師または准看護師・普通自動車免許（AT限定可）

医療法人　健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業
（短期入所生活介護の施設）

介護職 2 13.6～17.7万円 介護福祉士またはヘルパー２級・普通自動車免許（AT限定可）

正・准看護師 2 13.9～20.3万円 看護師（正・准）・普通自動車免許（AT限定可）

社会医療法人社団
大久保病院

医療・介護老人保健施設
グループホーム他介護保険サービス
関連事業

看護師 2 22.3～33.7万円 正看護師

介護士 1 13.2～14万円 （介護士、ヘルパー等関係資格があれば尚よし）

介護福祉士 2 15.3～24.9万円 介護福祉士

社会福祉法人
偕倖社（悠々居）

特別養護老人ホーム・デイサービス事
業・ショートステイ事業・グループホー
ム事業等

正・准看護師 2 15.2～20.4万円 正・准看護師

介護職 3 14.9～15.9万円（資格所持者優遇）

介護職 3 14.6～19.1万円（資格所有者優遇）

名水美人ファクトリー株式会社
（旧　九州ジージーシー株式会社）

水耕栽培による野菜等の生産・加工
並びに販売

製造スタッフ（夜勤） 3 15.5～16.3万円

製造スタッフ（日勤） 1 14.1万円

医療法人　雄仁会
（加藤病院・岡の苑・和の郷・
木もれ陽）

医療及び介護保険業

正看護師 1 21.6～27万円 正看護師

准看護師 1 17～22.5万円 准看護師

介護職 2 12.8万円 （ヘルパー２級あれば尚可）

有限会社　工藤商店 新建材等の販売及び飲食業

配管技士（久住） 1 15～25万円 管工事施工管理技士・浄化槽設備士・普通自動車免許（ＭＴ）

配管工見習（久住） 1 12.8～20万円 普通自動車免許（ＭＴ）

大工（久住） 1 19.2～36万円 建築大工技能士２級・普通自動車免許（ＭＴ）

社会福祉法人　孝寿福祉会
（美晴が丘・荻の苑）

＊美晴が丘：特養（従来型・ユニット型）、
短期入所配食サービス、サ高住「美空の家」
＊荻の苑：ユニット型特養、従来型特養、
短期入所

看護職員（美晴が丘・荻の苑） 2 15.5～30万円 正・准看護師

ケアワーカー（美晴が丘） 2 14.3～22万円 介護福祉士資格所持者優遇・普通自動車免許（AT限定可）

ケアワーカー（荻の苑） 1 14.3～22万円 介護福祉士資格所持者優遇・普通自動車免許（AT限定可）

広域建設有限会社 舗装工事・土木一式工事

施工管理・施工管理補助 1 15～35万円 普通自動車免許（ＭＴ）

土木・舗装作業員 2 13.8～23万円 普通自動車免許（ＭＴ）

軽作業スタッフ 1 13.8～14.9万円

株式会社　丸福 食肉の加工・販売・直営飲食店の経営

ホール・厨房係（道の駅すごう店） 1 14万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ホール・厨房係（竹田丸福） 1 14万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ホールスタッフ（天神丸福） 1 14万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社
ホームインプルーブメント
ひろせ

ホームセンター、食品スーパー

薬販売スタッフ 2 17.2万円 登録販売者

レジスタッフ 1 13.7～17.2万円 ホームセンター・スーパーマーケット経験者優遇

販売スタッフ 1 13.7～17.2万円 営業に関する資格保有者優遇

株式会社　ほたる 和菓子製造販売 菓子・おこわ製品製造 3 11.8万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社　ローケン 有料老人ホームの経営、訪問・通所・在宅介護事業 介護職員 3 14～16万円 介護福祉士・看護師・初任者研修・ヘルパー２級以上のいずれか

株式会社　高山組
土木・舗装・建築・法面・構造物補修
工事の総合建設業

建築工事施工管理技術者 1 17～40万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

土木工事施工管理技術者 1 17～45万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

土木工事作業員 1 16～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

有限会社　久住ワイナリー
加工用ぶどうの栽培とワインの製造
販売及びレストラン

ワイナリースタッフ 1 22～28万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

レストラン調理人 1 22～28万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

加工用葡萄の栽培（醸造補佐） 1 25～32万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

藤本クリーンサービス合同会社 清掃業 清掃スタッフ 3 13.7～15万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社　松井組
綜合建設業（建築、土木、舗装）
携帯販売・書店業務

携帯電話販売員 1 14～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

建築技術者 3 23～33万円 １・２級建築施工管理技士

土木施工管理技士 1 23～33万円 １・２級土木施工管理技士

株式会社
くじゅう高原ガンジー牧場

土産品販売・レストラン経営・
宿泊施設

料理人（洋食） 1 20～30万円 調理師免許

レストラン接客 1 18～25万円

フロント・接客 1 18～25万円

株式会社　ミツヤ 土木建設業
土木技術職 1 20～26万円 土木施工管理技士２級以上・普通自動車（ＡＴ限定不可）

土木作業員 2 16～23万円 普通自動車免許（AT限定不可）

グループホーム湧水の郷（大分部品株式会社）
訪問介護　ひまわり竹田（大分部品株式会社）

介護施設・居宅介護支援・訪問介護・
グループホーム

介護スタッフ 2 13.6～17.1万円 介護職員初任者研修・実務者研修・介護福祉士のいずれかあれば尚良い／普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ホームヘルパー 1 13.8～17.6万円 介護職員初任者研修・実務者研修・介護福祉士のいずれか／普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社　ルックス
ソフトウェア業（業務用・Webシステ
ムの企画開発販売）、デザイン企画制
作、食品部門の６次産業化

IT 部門：プログラマー・システムエンジニア 3 15～30万円 JAVA・PHP・Ｃ言語／NETの設計・開発経験者／普通自動車免許（ＡＴ限定可）

食品部門：一般作業員 2 15～30万円 PC操作必須／農業機械の操作経験者／普通自動車免許（ＡＴ限定可）

社会福祉法人　
愛の園福祉会
なおいりこども園

幼保連携型認定こども園
放課後児童健全育成事業

子育て支援員 2 15.7万円 子育て支援員

保育士 2 18～20.5万円 保育士

保育教諭 2 18～20.5万円 保育士・幼稚園教諭・保育子育て支援員・小学校教諭・養護教諭のいずれか

有限会社　工藤緑化 土木工事業・造園工事業・林業工事業 一般作業員 3 17.5～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

株式会社　頂
林業全般（植林、下刈り、間伐、皆伐、
立木売買）チェーンソー、草刈り機、林
業機械の運転、トラックの運転など

林業作業員 1 20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

２tダンプ運転手 1 17.5～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

10tトラック運転手 1 25万円 大型１種免許

くじゅう高原ゴルフ＆
ホテルリゾート株式会社

ゴルフ場、宿泊施設、
オートキャンプ場

コース管理 1 15～17.7万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

スタート室 1 15～17.7万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

清掃係 1 12.8万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

社会福祉法人
竹田市社会福祉協議会

福祉関係団体の支援、地域福祉事業、
市との共催事業、県・市からの委託
事業、介護保険事業

介護支援専門員 1 18万円 介護支援専門員・普通自動車免許（ＡＴ限定可）

訪問介護職員 1 14.5～17.5万円 ヘルパー２級以上・普通自動車免許（ＡＴ限定可）

相談員 2 18万円 社会福祉士
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大
分
県
立
竹
田
支
援
学
校
は
、
昭

和
40
年
に
竹
田
市
立
竹
田
養
護
学
校

と
し
て
開
校
し
、
昭
和
54
年
に
県
立
移

管
、
平
成
22
年
に
校
名
変
更
し
竹
田

支
援
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
２
年
、
平
成
24
年
と
２
度
の
大
水

害
に
遭
い
ま
し
た
が
、
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
校
訓
「
あ

か
る
く　

な
か
よ
く　

げ
ん
き
よ
く
」、

ス
ロ
ー
ガ
ン「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
！
全
員
で
一
流
を
め
ざ
そ
う
！
」

を
掲
げ
、
知
的
障
が
い
の
特
別
支
援
学

校
と
し
て
、
竹
田
・
豊
後
大
野
両
地
域

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー

的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
児
童
生
徒
54
名（
小
学

部
14
名
、
中
学
部
19
名
、
高
等
部
21

名
）、
教
職
員
49
名
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
西
は
久
住
・
直
入
地
区
か
ら
、
東

は
三
重
・
犬
飼
地
区
ま
で
、
距
離
に
す

ぼくたち・私たちの

学び舎

る
と
約
50
キ
ロ
と
い
う
広
大
な
地
域

を
学
区
と
し
て
お
り
、
通
学
方
法
も

Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
等
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。

教
育
活
動
で
は
、
今
年
度
も“
つ
な

ぎ
”を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
次
の
３
つ

の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑴
「
仕
事
に
“
つ
な
げ
る
”（
地
域
で

生
き
る
）」

進
路
指
導
体
制
を
充
実
さ
せ
、
地

域
の
事
業
所
や
施
設
で
実
施
す
る「
産

業
現
場
等
に
お
け
る
実
習
」
を
通
じ
、

卒
業
後
の
社
会
参
加
・
自
立
を
め
ざ
し

ま
す
。

⑵
「
学
び
を
“
つ
な
ぐ
”（
学
び
の
連

続
性
）」

小
中
高
一
貫
し
た
指
導
や
継
続
し

た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
個
に
応

じ
た
指
導
や
支
援
の
工
夫
や
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
教
員
の
指
導
力
向
上

に
つ
な
げ
ま
す
。

⑶
「
や
る
気
に
“
つ
な
げ
る
”（
自
己

肯
定
感
の
育
成
）」

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
年
間
を

通
じ
て
目
標
を
設
定
し
、「
マ
イ
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
し
て
実
践
す
る
こ
と
で「
や
る

気
」
を
喚
起
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
の
た
め
に「
安

全
安
心
な
学
校
づ
く
り
」
並
び
に「
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
根
本

に
据
え
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
学

校
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

も
毎
日
笑
顔
で
登
校
し
、
自
分
の
長
所

を
伸
ば
そ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
５
月
に
行
わ
れ
た
学
校
公
開
に
は

１
０
０
名
を
超
え
る
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る

期
待
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

学
校
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
教
頭
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
☎
63-

０
７
２
２
）。

10
月
13
日
㈯
に
は
「
な
か
よ
し
ま
つ

り
」（
学
習
発
表
会
）を
開
催
予
定
で
す
。

（
教
頭　

藤
澤　

一
郎
）

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
！

全
員
で
一
流
を
め
ざ
そ
う
！

今
月
の
学
び
舎
　

大
分
県
立
竹
田
支
援
学
校  

富士緒井路開
かいさく

鑿に尽力した児
こだま

玉琢
た く ま

磨

ま
る
ご
と
博
物
館

153

児
玉
琢
磨
は
、
岡
城
の
向
か
い

側
、
片
ヶ
瀬
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

４
年
前
に
通
水
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
「
富
士
緒
井
路
水
利
史
」
に

よ
っ
て
児
玉
琢
磨
の
偉
大
な
功
績

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

琢
磨
の
生
ま
れ
た
の
は
明
治

維
新
ま
で
あ
と
10
年
と
い
う
幕

末
の
頃
で
す
。
す
ぐ
近
く
の
緒
方

町
軸
丸
で
納
め
た
年
貢
米
が
腐

る
と
い
う
事
件
の
あ
っ
た
前
年
で

す
。
片
ヶ
瀬
の
あ
る
小
富
士
村
は

貧
困
に
あ
え
い
で
い
ま
し
た
。
米

の
生
産
が
待
た
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
ん
な
背
景
の
下
、
軸
丸
出
身

の
後
藤
鹿
太
郎
は
富
士
緒
井
路

開か
い
さ
く鑿

の
計
画
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

富
士
緒
井
路
は
、
あ
の
有
名
な
白

水
ダ
ム
の
施
設
の
あ
る
井
路
で
す
。

こ
の
計
画
に
は
、
小
富
士
の
第
一

発
電
所
に
お
け
る
電
力
で
、
片
ヶ

瀬
台
地
に
揚
水
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
揚
水
の
計
画
で
琢
磨

の
発
言
力
は
大
き
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
揚
水
に
よ
り
畑
作
地

帯
は
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。

琢
磨
は
、
小
富
士
村
の
村
長
を

兼
ね
な
が
ら
、
富
士
緒
井
路
水
利

組
合
の
創
設
に
尽
力
し
ま
す
。
そ

の
中
で
は
資
金
の
調
達
や
開
田
に

対
す
る
反
対
者
の
説
得
、
組
合
運

営
の
難
局
打
開
な
ど
に
東
奔
西
走

の
日
々
を
送
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
あ

り
な
が
ら
琢
磨
は
、
75
年
の
生
涯

を
閉
じ
て
い
ま
す
。
白
水
の
溜
池

（
ダ
ム
）
完
成
の
９
年
前
の
こ
と
で

す
。児

玉
琢
磨
の
家
は
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
が
、
田
能
村
竹
田
か
ら

屋
敷
の
新
築
祝
い
に
贈
ら
れ
た
と

い
う
長
崎
産
の
「
唐
椿
」
が
あ
り

ま
す
。

※
鑿さ
く

は
の
み（
ハ
ン
マ
ー
）の
意

（
衛
藤　

頼
光
）

児玉琢磨

↑揚水により、60メートル高い台地に水を引いた

富士緒井路揚水所

タンク
片ヶ瀬の農業用水

水田へ

６０メートルの
高低差

広報たけた平成 30 年 8 月号 24

学び舎／まるごと博物館

↑写真は上から、本校全景、作業
学習（大分トリニータの入場半
券仕分け）の様子、高等部１
年生の木附菜々音さんによる書



「とりあえずウミガメの
  スープを仕込もう。」
宮下 奈都　扶桑社

一般の本

本屋大賞「羊と鋼の森」の著者が奏でる食の話。エッ

セイ78編+短編１編を収録。１年間北海道に移住した

り、本屋大賞を受賞したり、さま

ざまな変化があった６年半の月

日を、「食」をとおして温かく描

き出したものです。「生きること

と食べることがあまりにも深く

結びついているから、何のこと

を書いても食べることとつなが

ってくるんだと思う」と作者は

語っています。優しさがしみじ

みと伝わってくる１冊です。

瀬戸内の来島という小さな島に生まれた井上登志子さ

ん。竹田に住まわれ52年になるのだとか。このたび、喜寿

の節目に全512首の歌が収められた第４歌集を上梓され

ました。来島海峡は日本三大急潮流のひとつで、その昔村

上水軍が活躍した地域です。歌集名の「荒磯の柱穴」も故

郷に寄せての思いによるものだそうですが、「荒磯の柱

穴」とは、村上水軍が拠点とした砦の柱の穴跡なのだそう

です。収められている「荒磯の柱穴」にも注目してぜひ読

んでみてください。

郷土の本 「荒磯の柱穴」 ありそのピット
井上 登志子歌集　短歌研究社

【一般の本】

・天子蒙塵　第 3 巻［講談社］ 浅田　次郎

・火影に咲く［集英社］ 木内　昇

・星夜航行　上・下巻［新潮社］ 飯嶋　和一

・不在［KADOKAWA］ 彩瀬　まる

・一発屋芸人列伝［新潮社］ 山田ルイ 53 世

【子どもの本】

・キリンの運びかた、教えます［講談社］ 岩貞　るみこ

・疾風の女子マネ！［小学館］ まはら　三桃

・まなぶ［アリス館］ 長倉　洋海

・愛して育てるいきもの図鑑［カンゼン］ 今泉　忠明

・リマ・トゥジュ・リマ・トゥジュ・トゥジュ［講談社］

 こまつあやこ

 他 200 冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」
は

８
月
は
お
休
み
で
す

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日

※

８
月
24
日
㈮
は
開
館
し
ま
す

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書
おすすめの
一冊

新図書館のコーナー紹介

「展望学習室」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新
刊
の
ご
案
内

新
刊
の
ご
案
内

8  月
さあ８月！夏休み真っ最中！涼しい図書館で早めに宿題を終わ

らせて、あとはの～んびり夏休みを楽しむのもよいですねー！！

８月は休館日が月曜日だけですよ。金曜日は午後７時まで開館

しています。ご家族お揃いで、ぜひ図書館にお越しください！

７月16日の海の日に、「第21回夏

休み図書館まつり」が市社会福祉セ

ンターで開かれました。

子どもたちは歌や大型絵本の読

み聞かせ、またパネルシアター専門

の劇団「DANパネ団」による公演に

笑顔を見せていました。

東館の奥の階段を上ると

展望学習室があります。東館

を見下ろせるガラスに囲まれ

た学習スペースです。どなた

でも自由にご利用できます。

全部で13席ある机には仕

切りがあるので、集中して学習ができますよ！２階から見える１階に

連なる書架は、県産材の杉集成材で作ったオリジナル書架で

す。その書架の上には竹田在住作家「オレクトロニカ」が制作し

たフィギュアが３体置かれています。さあ、どの棚の上にあるので

しょうか？学習室に上がって探してみてくださいね♪

「みんな、かえってきてー！」と

いう、あのこのこえがきこえたと

き、ぬいぐるみたちのこころに、

「ぽっ」とあかりがともります。ぞ

うときりんとらいおんのぬいぐ

るみのちいさなぼうけん！酒井

駒子さんの素敵な絵とともに、

心温まる童話をぜひ読んでみて

ください。

子どもの本 「なきむしこぞう」
今村 葦子　理論社

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
に
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
満
開

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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市長コラム

〈第107 回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『 有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。←市民ボランティアスタッ

フにホールの説明をす
る空間創造研究所の草
加叔也さん（右端）

『
市
民
が
自
ら
方
程
式
を
つ
く
る
』

グ
ラ
ン
ツ
の
基
本
理
念

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉が
完
成
し
て
、
大
分
合
同
新
聞

の
朝
刊
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
７
１
３
席
と
い
う
コ
ン
パ

ク
ト
な
廉
太
郎
ホ
ー
ル
は
音
響
の
素
晴
ら
し
さ
で
全

国
区
の
評
価
を
受
け
る
に
ち
が
い
な
い
。
多
目
的
に
使

え
る
キ
ナ
ー
レ
も
、
そ
し
て
会
議
室
と
し
て
も
使
え
る

個
室
の
楽
屋
も
数
多
く
、ホ
ー
ル
の
行
事
が
な
い
時
で

も
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
施
設
と
し
て
市
民
に
愛

さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
楽

し
み
を
求
め
て
訪
れ
て
く
れ
る
竹
田
市
総
合
文
化
ホ

ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

と
こ
ろ
で
、ホ
ー
ル
の
規
模
の
妥
当
性
が
論
じ
ら
れ

た
時
、
市
外
の
専
門
家
か
ら
は
、「
大
き
な
興
業
を
し
て

も
赤
字
の
出
な
い
規
模
が
必
要
で
、
最
低
１
０
０
０

席
は
欲
し
い
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
水
没
し

た
ホ
ー
ル
は
た
し
か
に
１
０
０
０
席
あ
っ
た
が
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
の
こ
と
を
考
え
る
と
そ
こ
ま
で
の
規

模
は
必
要
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
背
景
に
は
興
業
の
た
め
や
興
行
主
が
儲

か
る
仕
掛
け
を
作
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
市
民

が
楽
し
み
、
竹
田
ら
し
い
企
画
を
展
開
し
た
い
か
ら
だ

と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
。
施
設
の
維
持
管
理
費
も
後
世

に
負
担
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

こ
の
選
択
は
正
し
か
っ
た
と
思
う
。
多
く
の
市
民
が

参
加
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
会
議
の
慎
重
審
議
が
功
を

奏
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、こ
の
選
択
を

支
持
す
る
よ
う
な
専
門
家
の
言
葉
が
あ
る
。
空
間
創

造
研
究
所
の
草く

さ

か

と

し

や

加
叔
也
さ
ん
の
言
葉
で
あ
る
。

「
劇
場
の
ニ
ー
ズ
そ
の
も
の
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
量
的
に
は
も
う
足
り
て
い
る
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
ま
ず
鍛
え
る
の
は

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
鑑
賞
者
が
育
た
な
い
と
、
地
域
を
育
て
て
い
く
た

め
の
劇
場
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）東
京
の
劇

団
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
儲
け
さ
せ
る
た
め
に
施
設
を
作

っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
話
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
文

化
や
芸
術
の
魅
力
を
伝
え
、
そ
れ
が
市
民
の
誇
り
に

思
え
る
よ
う
な
施
設
を
つ
く
る
こ
と
、そ
し
て
最
終
的

に
は
市
民
が
そ
こ
で
活
動
し
て
い
く
た
め
の
場
所
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」と
続
く
。

草
加
さ
ん
の
ま
と
め
は
こ
う
で
あ
る
。「
最
終
的
な

目
標
は
み
ん
な
が
劇
場
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
す
。
竣
工
は
ゴ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
。
10
年
後
に
向
か

っ
て
何
を
す
る
か
が
重
要
で
す
」

ま
っ
た
く
、
草
加
さ
ん
の
言
わ
れ
る
と
お
り
だ
と
思

う
。一
流
の
演
劇
や
有
名
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
音

楽
を
楽
し
む
、
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
の
は
誰

し
も
同
じ
。
で
も
、
企
画
者
た
ち
は
自
分
が
楽
し
む
、

自
分
が
企
画
す
る
こ
と
の
喜
び
に
酔
い
し
れ
る
の
で
は

な
く
、
市
民
が
ど
れ
ほ
ど
喜
ん
で
く
れ
る
の
か
、
ど
れ

ほ
ど
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
は
ず
で
あ
る
。

有
名
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
て
も
、
観

客
席
が
ま
ば
ら
な
ら
本
末
転
倒
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の『
鑑
賞
者
を
育
て
る
』
と
い
う
作
業
に
じ
っ
く
り

と
取
り
組
む
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

湯
布
院
で
開
催
さ
れ
て
い
る
映
画
祭
や
音
楽
祭
の

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。
あ
の
文
化

イ
ベ
ン
ト
を
発
案
し
、
育
て
、
継
続
さ
せ
て
い
る
の
は

市
民
の
力
で
あ
る
。
中な

か

や谷
健
太
郎
さ
ん
や
溝
口
薫く
ん
ぺ
い平

さ
ん
ら
巨
匠
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
は
言
え
、
映
画
で

は
シ
ネ
マ
５
を
主
宰
す
る
田
井
肇

は
じ
め

さ
ん
や
、
音
楽
で

は
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
名
手
で
あ
る
小
林
道
夫
先
生
ら
の
参

入
に
よ
り
全
国
区
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目
を

集
め
続
け
て
い
る
。
観
客
席
も
市
民
の
み
な
ら
ず
、
全

国
か
ら
の
来
訪
者
が
多
い
。
会
場
と
な
っ
て
き
た
の
は

老
朽
化
し
た
公
民
館
。
経
費
も
市
か
ら
の
補
助
金
は

１
０
０
万
円
ほ
ど
。
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
自
費
で
賄
わ

れ
、
運
営
は
市
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
し

て
い
る
。
ま
さ
に
、こ
こ
に『
市
民
が
自
ら
方
程
式
を
つ

く
る
』
お
手
本
が
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
は
観
光
地
と
し
て
の
湯
布
院
の
方
程

式
で
も
あ
る
。
本
当
の
意
味
で
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
鑑
賞
者
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
に
直
結
し
て
い

る
と
私
は
思
わ
な
い
。

一
方
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
文
化
芸
術
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
意

識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ツ
が
あ
っ
た
か
ら
、

私
た
ち
は
小
さ
い
頃
か
ら
文
化
芸
術
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
と
て
も
貴
重
な
感
動
や
、
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
を
胸
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た
。
豊

か
な
心
、
価
値
あ
る
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
グ
ラ
ン
ツ
が
あ
っ
た
お
か
げ
だ
。
そ
う
語
っ
て

く
れ
る
人
々
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
く
れ
る
こ
と
。

そ
れ
こ
そ
が
竹
田
市
民
が
誇
り
と
す
る
グ
ラ
ン
ツ

の
本
来
の
姿
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
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気
候
変
動
対
策
と
し
て
の
脱
炭

素
、
そ
し
て
安
全
性
の
観
点
か
ら

脱
原
子
力
と
い
う
流
れ
が
始
ま
っ

て
い
る
現
状
を
前
回
ま
で
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
発
電
コ
ス
ト
の
低
下
が
、

こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て

い
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。    

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
（IR

EN
A

）
は
、
今
年
初
頭
に

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま

で
の
７
年
間
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
コ
ス
ト
が
、
世
界
平
均
で

太
陽
光
は
73
％
、
陸
上
風
力
発
電

は
23
％
低
下
し
て
い
る
と
報
告

す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
７
年
の

太
陽
光
発
電
コ
ス
ト
は
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
10
セ
ン
ト
で
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
は
更
に
50
％

低
下
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
石
炭

な
ど
化
石
燃
料
に
よ
る
火
力
発
電

コ
ス
ト
は
５
～
17
セ
ン
ト
の
範
囲

で
す
の
で
、
現
時
点
で
既
に
太
陽

光
発
電
が
火
力
発
電
に
並
び
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
世
界
平
均
で

あ
り
、
日
本
で
の
太
陽
光
は
ま
だ

こ
の
倍
近
く
の
発
電
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
時
間
が
解

決
す
る
問
題
で
あ
り
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
は
環
境
問
題
対
策

と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
経
済

性
と
い
う
側
面
か
ら
も
優
位
に
立

ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
は
、
風
の
強
い
土
地（
山
岳
地
帯
、

海
沿
い
）
や
地
熱
の
あ
る
土
地（
主

に
温
泉
地
）な
ど
、
地
方
に
よ
り
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
２
０
１
２
年
に
固
定

価
格
買
取
制
度
が
始
ま
っ
て
以
降
、

中
小
規
模
の
発
電
所
に
お
い
て
は
、

地
方
の
法
人
や
個
人
が
事
業
主
に

な
る
地
域
主
体
型
事
業
が
多
数
生

ま
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
頃
か
ら
地
方
創
生
が
フ
ォ
ー
カ

ス
さ
れ
、
地
方
へ
の
関
心
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
っ
て
き
た
結
果
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
な
ど
地
方
移
住
へ
の
足
が
か

り
に
す
る
人
が
全
国
で
多
く
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
よ
う
な

方
々
が
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
地
域

の
形
を
示
し
始
め
て
い
る
の
で
す
。

（
次
号
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

④　

地
方
で
輝
く
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
の
星
た
ち
」
に
続
く
）

文
／
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ　

下
村
崇
顕

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　 

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

 Vol.5  

エネルギーを考える③　自然エネルギーが地方経済にもたらす可能性

↑人権について一緒に考えてみませんか？

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
8
月
に
、

基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ

る
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ
そ
が

国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で

あ
る
と
明
記
し
た
「
同
和
対
策
審
議

会
答
申
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
で
は
こ
の
答
申
が
出
さ
れ

た
8
月
を
「
差
別
を
な
く
す
運
動
月

間
」
と
定
め
、
同
和
問
題
の
解
決
に
向

け
、
市
町
村
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
多
く
の
人
々
の
努
力
に

よ
っ
て
、
差
別
の
解
消
に
向
け
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
未
だ

解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
、「
現
在
も
な
お
部
落
差

別
が
存
在
す
る
…
部
落
差
別
は
許

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
…
部
落
差
別

の
解
消
を
推
進
し
、
部
落
差
別
の
な

い
社
会
を
実
現
す
る
…
」
と
明
記
し
、

依
然
と
し
て
残
る
部
落
差
別
に
対
し

国
が
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
法
律
が
施
行
さ
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
差
別
が
す
ぐ
に
な
く

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人

ひ
と
り
が
、
差
別
の
基
と
な
っ
た
偏

見
や
決
め
つ
け
、
誤
解
な
ど
の
問
題

を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
差

別
が
解
消
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

差
別
を
な
く
す
た
め
の
学
び
の
一

歩
と
し
て
、
８
月
22
日
㈬
に
く
じ
ゅ

う
サ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
人
権
を

守
る
市
民
の
集
い
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63-

４
８
２
０

人
権
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こころちゃん

８月は、差別をなくす
運動月間です
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低
地
の
土ど

て手
や
林
の
ふ
ち
に

生
育
す
る
、
ほ
か
の
も
の
に
巻ま

き
つ
く
草そ

う
ほ
ん
せ
い

本
性
つ
る
植
物
で
多

年
草
で
す
。
茎く

き

は
丈
夫
で
よ
く

枝
分
か
れ
し
ま
す
。

互ご

せ

い生
の
葉
は
全ぜ

ん
え
ん縁（

ぎ
ざ
ぎ
ざ

が
な
い
）
で
三

さ
ん
か
く
じ
ょ
う
ら
ん
け
い

角
状
卵
形
で
基き

ぶ部

は
左
右
ふ
く
ら
み
ま
す
。
大
き

さ
は
長
さ
７
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ

ど
で
、
葉よ

う
し
つ質

は
厚あ

つ

く
て
手
ざ
わ

り
が
か
た
い
で
す
。

夏
の
頃
、
葉
の
わ
き
か
ら
楽が

っ

き器

の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
形
に
似に

た

径
１
㌢
ほ
ど
の
紫し

黒こ
く
し
ょ
く

色
の
ユ

ニ
ー
ク
な
花
を
１
個
ず
つ
咲
か

せ
ま
す
。
花
の
う
し
ろ
の
湾

わ
ん
き
ょ
く曲

す
る
細
い ´

が
く

´

筒つ
つ

は
白
く
長
さ

４
㌢
ほ
ど
で
す
。
花
後
の
果か

じ

つ実

は
蒴さ

く

か果
（
裂れ

っ

か

い

か

開
果
の
一
種
で
種し

ゅ

し子

を
散
ら
す
果
実
で
、
例
ウ
バ
ユ
リ
）

で
６
個
に
裂さ

け
、
長
い
果か

へ

い柄
の

先
に
種
子
が
ぶ
ら
下
が
り
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
果
実
が
熟

じ
ゅ
く

す

と
糸

い
と
じ
ょ
う

状
の
果
柄
に
ぶ
ら
下
が
る

の
で
、
馬
の
首
に
つ
け
る
鈴す

ず

に

見
立
て
て
馬ウ

マ

のノ

鈴ス
ズ

草ク
サ

の
名
が
あ

り
ま
す
。

竹
田
で
は
里
山
の
土
手
や
林

の
ふ
ち
に
絡か

ら

み
つ
い
た
も
の
が

観
察
さ
れ
ま
す
が
、
個
体
は
少

な
い
で
す
。
花
期
は
７
月
か
ら

８
月
で
す
。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
た
け
た
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